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三段池公園総合体育館で行った成人式には、　三段池公園総合体育館で行った成人式には、６６６６６６人の新成人が参加しました。人の新成人が参加しました。
新成人を代表して、足立裕果さん（楕円写真の右側）と　新成人を代表して、 足  立  裕  果 さん（ 楕  円 写真の右側）と 蘆田茉奈美さん（蘆  田  茉  奈  美 さん（

あ だち ゆ か だ えん あし だ ま な み

楕円 楕  円 写真の左側）が、福写真の左側）が、福
だ えん

知山市市民憲章「幸せを生きる」を朗読されました。知山市市民憲章「幸せを生きる」を朗読されました。
松山正治市長は「挑戦なくして成功はあり得ません。どんなに高く厚い壁でも、果敢に挑み、乗り　松山正治市長は「挑戦なくして成功はあり得ません。どんなに高く厚い壁でも、果敢に挑み、乗り

越え、打ち砕いて前進してください。」と新成人にエールを送りました。越え、打ち砕いて前進してください。」と新成人にエールを送りました。

平成 22年福知山市成人式平成 22年福知山市成人式1
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
国
外
で
は
ア
メ

リ
カ
大
統
領
オ
バ
マ
氏
の
就
任
、
国
内
で

は
衆
議
院
議
員
選
挙
で
民
主
党
の
圧
勝
と

い
う
政
権
交
代
の
年
で
し
た
。
さ
ら
に
世

界
経
済
が 
混
沌 
と
し
て
い
る
昨
今
、
わ
が

こ
ん
と
ん

国
の
社
会
・
経
済
情
勢
も
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
デ
フ
レ
や
円
高

に
よ
り
、
市
民
生
活
に
も
影
響
が
及
ぶ
こ

と
を 
危  
惧 
し
て
い
ま
す
。

き 

ぐ

　

ま
た
市
内
で
は
、
局
地
的
集
中
豪
雨
に

よ
る
被
害
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大

流
行
な
ど
、
市
民
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら

し
を
脅
か
す
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
福
知
山
成
美
高
校
の
春
の
選
抜

甲
子
園
初
出
場
、
世
界
的
に
名
を
は
せ
た

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
者
の 
下  
村  
脩 
博
士

し
も 
む
ら 
お
さ
む

や
ピ
ア
ニ
ス
ト 
辻  
井  
伸  
行 
さ
ん
の
来
福
な

つ
じ 

い 

の
ぶ 
ゆ
き

ど
、
全
国
に
福
知
山
を
発
信
で
き
る
明
る

い
話
題
も
多
く
、
大
変
う
れ
し
い
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
市
長
に
就
任
し
て
こ
の
１
年
半
余

り
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
心
を
澄
ま
し
皆
様

の
声
に 
真  
摯 
に
耳
を
傾
け
、
特
に「
市
長
の

し
ん 

し

何
で
も
相
談
日
」や「
市
民
と
市
長
の
ま
ち

か
ど
懇
話
会
」を
通
し
て
、
皆
様
が
何
を
思

い
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
を
直
接
聞
く
こ

と
に
よ
り
、
市
政
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い

き
た
い
思
い
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

研
修
会
や
（
仮
称
）
北
近
畿
の
都
セ
ン
タ
ー

の
あ
り
方
を
考
え
る
市
民
検
討
会
議
な
ど

を
立
ち
上
げ
た
こ
と
で
、
市
民
参
画
に
よ

る
市
政
推
進
の
芽
が
出
て
、
こ
れ
か
ら
大

き
な
花
、
立
派
な
実
と
な
っ
て
く
れ
る
も

の
と
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
の
政
治
信
条
で
あ
る

「
市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
市
民
の
政

治
」
の
礎
が
で
き
つ
つ
あ
る
中
、
今
年
は

「
輝
く
未
来
を
切
り
開
く
あ
く
な
き
挑
戦

の
年
」
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

揺
れ
動
く
社
会
経
済
情
勢
や
厳
し
い
財

政
状
況
が
続
く
今
日
、
新
し
い
年
も
決
し

て
順
風
満
帆
と
言
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
ふ
る
さ
と
の
未
来
を
し
っ
か
り
と

見
据
え
、
挑
戦
し
て
い
く
勇
気
を
も
っ
て
、

改
革
の
歩
み
を
着
実
な
も
の
に
し
て
い
く

こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
政
へ
の
一
層
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、
今

年
１
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら

し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

　

福
知
山
市
長

2 0 1 0 年
輝く未来を切り開く挑戦の年に
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経
常
収
支
比
率　
　

・
９
㌫

９２

（
前
年
比
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
悪
化
）

　

経
常
収
支
比
率
と
は
、
人
件
費
・
扶
助

費
（
生
活
保
護
費
な
ど
）・
公
債
費
（
国
な

ど
か
ら
借
り
た
お
金
の
返
済
に
使
う
お

金
）
な
ど
、
義
務
的
な
経
費
に
対
し
て
、

市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
収
入
が
、
ど

れ
だ
け
充
当
さ
れ
た
か
を
示
す
比
率
の
こ

と
で
す
。

　

一
般
的
に
市
で
は　

㌫
程
度
が
妥
当
と

７５

さ
れ
て
お
り
、　

㌫
を
超
え
る
と
財
政
運

９０

営
が
非
常
に
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を

示
し
ま
す
。

　

悪
化
し
た
要
因
は
、
人
件
費
が
減
少
し

た
一
方
で
生
活
保
護
費
・
福
祉
医
療
給
付

費
・
ふ
く
ふ
く
医
療
費
な
ど
の
扶
助
費
、

公
債
費
、
さ
ら
に
病
院
事
業
会
計
へ
の
負

担
金
な
ど
が
増
額
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
決
算
概
要

　

特
別
会
計
は
、
一
般
会
計
と
は
別
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
設
置
目
的
に
沿
っ
て
独
立
採

算
を
基
本
に
運
営
す
る
会
計
で
す
。
本
市

で
は
、　

の
特
別
会
計
を
運
営
し
て
い
ま

１７

す
。

　

ま
た
、
企
業
会
計
は
地
方
公
営
企
業
法

の
適
用
を
受
け
、
そ
の
事
業
収
入
に
よ
り

経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特集①　平成２０年度　決算報告

実質収支
Ａ－（Ｂ＋Ｃ）

翌年度への
繰越額（C）

支　出
（B）

収　入
（A）会　計　名 構成比

(㌫)
支出のうち
人件費

前年比
(㌫)

前年比
(㌫)

６億３８７７万円 ２億５８７９万円１９.４７６億４２２３万円５.４３９４億７４９９万円５．０４０３億７２５５万円一 般 会 計
３億１４３４万円０１.７１億２９３５万円０.２７４億５３５０万円０．５７７億６７８４万円国 民 健 康 保 険 事 業

特　

別　

会　

計

－５６１万円０３９.５２０４８万円２.８５１７９万円６．９４６１８万円国民健康保険診療所費
０００.００－３.５１６２２万円－３．５１６２２万円と 畜 場 費

－５５３７万円４２２万円３.８９３０３万円１６.５２４億５９３７万円２２．４２４億８２２万円簡 易 水 道 事 業
１億５９５６万円４３１８万円４.１２億３７５６万円８.７５７億８８０８万円９．６５９億９０８２万円下 水 道 事 業

６１００万円０１９.０１８５０万円８４.２９７４５万円－５．９１億５８４５万円宅 地 造 成 事 業
００４８.３１２８６万円０．０２６６２万円０．０２６６２万円休 日 急 患 診 療 所 費

１１３万円００.９４６８万円－１.５５億３９９４万円２１００．４５億４１０７万円公設地方卸売市場事業
－２２９２万円００.００－８９.３９億１３８万円－８９．７８億７８４６万円老 人 保 健 医 療 事 業

－４億７２９４万円００.００－２１.７１０億２６３５万円９３．８５億５３４１万円駅南土地区画整理事業
－６１５７万円０１.４１３７９万円－５.７１０億１５８３万円－２．１９億５４２６万円農業集落排水施設事業

－２２億８６７４万円００.３７５２万円－６.４２４億９８８６万円－３９．０２億１２１２万円石原土地区画整理事業
－１３億６６５５万円１１３万円２.４４７８７万円－１８.４１９億９４９４万円－５０．５６億２９５２万円駅周辺土地区画整理事業

９４８８万円０３.０１億６６４０万円８.５５６億２６４６万円７．６５７億２１３４万円保 険 事 業 勘 定介護保
険事業 ４５３万円００.００２５.８２１８８万円２５．６２６４１万円介護サービス事業勘定

３７４３万円０８.９１３９１万円－３０.７１億５５７５万円－１７．９１億９３１８万円河守土地区画整理事業
００９２.０１９万円１.６２１万円１．６２１万円下夜久野地区財産区管理会

１６７０万円０１.７２４３２万円皆増１４億７３３１万円皆増１４億９００１万円後 期 高 齢 者 医 療 事 業
－１億１３０１万円０１５.０１億２７１８万円２２.１８億４９０４万円－０．３７億３６０３万円ガ ス 事 業企

業
会
計

－３１１０万円０１８.２２億６１４万円２.８１１億３４９９万円－４．６１１億３８９万円水 道 事 業
－６億８６２万円０３９.２３１億５９５０万円５.２８０億５３２４万円８．３７４億４４６２万円病 院 事 業

会計別決算の状況

平成２０年度 決算報告
　平成２０年度決算がまとまり、平成２０年１２月の定例市議会で福知山市歳入歳出決算の認定は承
認されました。しかし、福知山市企業会計決算の認定は賛成少数で否決されました。この結果
を 真  摯 に受けとめ、今後、一層適切かつ厳粛な予算執行に努めます。

しん し

　一般会計では、３７年連続の黒字決算を確保したものの、本市の財政状況は、今後も非常に厳
しい見通しです。これからも徹底した財政健全化に取り組んでいきます。
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収　

入　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

億
８
９
６
万
円
の
増
と
な
り

１９
ま
し
た
。

　

お
も
な
要
因
は
、
国
の
経
済
対

策
と
し
て
定
額
給
付
金
な
ど
国
庫 

支
出
金
の
増
加
や
継
続
中
の
投
資

的
事
業
（
武
道
館
整
備
、
ｅ－

ふ

く
ち
や
ま
整
備
）
の
進
捗
に
よ
る

市
債
の
増
加
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。

 

支　

出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

億
１
０
４
６
万
円
の
増
と
な

２０
り
ま
し
た
。

　

職
員
数
の
削
減
に
よ
り
人
件
費

は
減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
経

済
状
況
悪
化
に
伴
う
生
活
保
護
費

の
増
な
ど
の
扶
助
費
や
繰
上
償
還

を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
る
公
債
費

が
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の

経
済
対
策
に
伴
う
定
額
給
付
金
の

支
給
、
病
院
事
業
会
計
負
担
金
な

ど
の
補
助
費
の
増
加
、
特
別
会
計

健
全
化
の
た
め
の
繰
出
金
の
増
加

が
お
も
な
要
因
で
す
。

用
語
解
説

【
市
税
】市
民
税
や
固
定
資
産
税
・
軽
自

動
車
税
な
ど
、み
な
さ
ん
が
市
に
納
め

て
い
た
だ
く
税
金

【
使
用
料
・
手
数
料
】市
の
施
設
の
使
用

料
や
、証
明
書
発
行
な
ど
の
手
数
料

【
繰
入
金
】特
定
の
目
的
の
た
め
に
積

み
立
て
て
い
る
基
金
か
ら
繰
り
入
れ

た
お
金

【
分
担
金
・
負
担
金
】市
が
行
う
事
業
で

特
に
利
益
を
受
け
る
人
が
、市
に
納
め

て
い
た
だ
く
お
金

【
諸
収
入
】預
金
利
子
な
ど
、ほ
か
の
い

ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
収
入

【
財
産
収
入
】市
が
持
っ
て
い
る
土
地
・

家
屋
の
貸
し
付
け
や
売
却
に
伴
う
収
入

【
寄
附
金
】市
に
寄
附
い
た
だ
く
お
金

【
地
方
交
付
税
】市
の
財
政
規
模
な
ど

に
応
じ
て
、国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

【
国
庫
支
出
金
・
府
支
出
金
】補
助
金
な

ど
特
定
の
目
的
に
財
源
と
し
て
、国
や

府
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

【
市
債
】事
業
を
行
う
た
め
に
、国
な
ど

か
ら
借
り
る
お
金

【
各
種
交
付
金
】国
や
府
の
税
金
な
ど

か
ら
、一
定
の
率
で
交
付
さ
れ
る
お
金

【
地
方
譲
与
税
】国
の
税
金
と
し
て
徴

収
後
、配
分
さ
れ
る
お
金

　

収
入
と
支
出
の
差
額
か
ら
、
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
特
定
の
事
業
を
行
う
財
源
を
差
し
引
い
た
「
実
質
収
支
」
で
、
６
億
３
８
７
７
万
円
の

黒
字
を
計
上
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

収入総額 ４０３億７２５５万円 

収 入 
403億7255万円 

自 依 

主 

財 
財 

存 

源 
源 

繰 入 金 
20億5013万円 
　　　 （5.1 ） 

諸 収 入 
4億6261万円（1.1 ） 

繰 越 金 
5億8509万円（1.5 ） 

財産収入 
3億3984万円（0.8 ） 

寄 附 金 
1億4279万円（0.4 ） 

地方交付税 
96億8720万円 
　　  （24.0 ） 

国庫支出金 
51億6859万円 
　　  （12.8 ） 

市　債 
36億9150万円 
　　　 （9.1 ） 

府支出金 
21億4317万円（5.3 ） 

各種交付金  14億2292円（3.5 ） 
地方譲与税  5億594万円（1.3 ） 

分担金及び負担金 
6億9924万円（1.7 ） 

市税 
123億5274万円（30.6 ） 

使用料及び手数料 
11億2079万円 
　　　 （2.8 ） 

支出総額 ３９４億７４９９万円 

民生費  99億6935万円 
          　　  （25.3 ） 

諸支出金  940万円（0.0 ） 
労働費  2940万円（0.1 ） 
議会費  3億3039万円（0.8 ） 
消防費  12億1846万円（3.1 ） 

公債費 
63億4972万円 
     　（16.1 ） 

総務費  53億2933万円 
          　　  （13.5 ） 

衛生費 
46億8360万円 
   　  （11.9 ） 
教育費 
30億8137万円（7.8 ） 
商工費 
17億6946万円（4.5 ） 
農林業費 
17億963万円（4.3 ） 

土木費  49億9488万円 
          　　  （12.6 ） 

支出 
394億7499万円 
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用
語
解
説

【
民
生
費
】福
祉
の
充
実
に
使
う
お
金

【
公
債
費
】国
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
た

元
金
の
返
済
や
利
子
の
支
払
い
に
使

う
お
金

【
総
務
費
】課
税
・
戸
籍
・
選
挙
な
ど
、市

の
総
務
管
理
に
使
う
お
金

【
土
木
費
】道
路
や
河
川
・
公
園
な
ど
の

整
備
に
使
う
お
金

【
衛
生
費
】健
康
の
増
進
、ご
み
の
処
理

な
ど
に
使
う
お
金

【
教
育
費
】学
校
教
育
・
生
涯
学
習
の
振

興
な
ど
に
使
う
お
金

【
商
工
費
】商
業
・
工
業
や
観
光
の
振
興

な
ど
に
使
う
お
金

【
農
林
業
費
】農
業
・
林
業
の
振
興
な
ど

に
使
う
お
金

【
消
防
費
】消
防
や
防
災
対
策
な
ど
に

使
う
お
金

【
議
会
費
】議
会
の
運
営
な
ど
に
使
う

お
金

【
労
働
費
】働
く
人
の
福
祉
な
ど
に
使

う
お
金

【
諸
支
出
金
】公
営
企
業
へ
の
貸
付
金

民生費

平成２０年度　１２１，４９２円
平成１９年度　１０９，５０６円
　　　　　（＋１１，９８６円）

衛生費

平成２０年度　５７，０７７円
平成１９年度　６４，３７８円
　　　　　（△７，３０１円）

消防費

平成２０年度　１４，８４９円
平成１９年度　１４，６４２円
　　　　　  （＋２０７円）

公債費

平成２０年度　７７，３８１円
平成１９年度　７０，９２６円
　　　　　（＋６，４５５円）

教育費

平成２０年度　３７，５５１円
平成１９年度　３１，９０２円
　　　　　（＋５，６４９円）

議会費

平成２０年度　４，０２６円
平成１９年度　３，９５１円
　　　　　　（＋７５円）

総務費

平成２０年度　６４，９４６円
平成１９年度　６４，６５３円
　　　　　　（＋２９３円）

商工費

平成２０年度　２１，５６３円
平成１９年度　 ４，０５０円
　　　　 （＋１７，５１３円）

労働費

平成２０年度　３５８円
平成１９年度　３６２円
　　　　　 （△４円）

土木費

平成２０年度　６０，８７０円
平成１９年度　５５，５６５円
　　　　　（＋５，３０５円）

農林業費

平成２０年度　２０，８３４円
平成１９年度　２４，０６７円
　　　　　（△３，２３３円）

その他
 諸  支  出  金

平成２０年度　　 １１５円
平成１９年度　１０，５２７円
　　　　 （△１０，４１２円）

投票箱  

　一般会計歳出決算額を市民１人あたりで見ると
　合計　４８万１０６２円（昨年度　４５万４５２９円）

※平成２１年３月３１日現在の人口８万２０５８人で、また平成１９年度は、平成２０年３月３１日
現在の人口８万２４２５人で算出しています。

市税（123億5274万円）の内訳 

基金（貯金）残高の推移 

市債（借金）残高の推移 

固定資産税 
59億1968万円 
 　　 （47.9�） 

入湯税　794万円 
 　　 　（0.1�） 

たばこ税 
5億9059万円 
 　　 （4.8�） 

都市計画税 
2億6994万円 
 　　 （2.1�） 

軽自動車税 
1億7717万円（1.4�） 

市民税 
53億8742万円 
 　　 （43.7�） 

0 20 40 60 80 100 120

470 480 490 500 510 520 530

68億2000万円 

77億5000万円 

90億6000万円 

90億7000万円 

508億2000万円 

520億円 

508億円 

平成20年度 

平成19年度 

平成18年度 

平成17年度 

（億円） 

（億円） 

490億8000万円 平成20年度 

平成19年度 

平成18年度 

平成17年度 

　平成20年度末の基金残高は、市民1人あたり約8万 
3000円（平成１９年度と比べて約１万１０００円減少しました） 

　平成20年度末の市債残高は、市民1人あたり約59万 
8000円（平成１９年度と比べて約１万９０００円減少しました） 
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本
市
の
平
成　

年
度
の
財
政
健

２０

全
化
比
率
は
、
実
質
赤
字
比
率
、

連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債

費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
、
資
金

不
足
比
率
と
も
す
べ
て
早
期
健
全

化
基
準
範
囲
内
で
し
た
。

 

 

一
般
・
特
別
会
計

　

一
般
会
計
は
黒
字
決
算
と
な
っ

た
が
、
単
年
度
収
支
で
は
赤
字
決

算
と
な
っ
た
。
特
別
会
計
で
も
７

会
計
が
赤
字
決
算
と
な
り
、
収
支

の
改
善
に
向
け
て
努
力
し
て
ほ
し

い
。

　

平
成　

年
度
決
算
の
特
徴
は
、

２０

公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業
と
福
知

山
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
に
一
般
会
計
か
ら
貸
付
お
よ

び
繰
り
出
し
を
行
い
、
両
会
計
の

健
全
化
が
図
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
法
令
の
遵
守
と
最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
、

住
民
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
る

よ
う
期
待
す
る
。

 

ガ
ス
事
業
会
計

　

平
成　

年
度
は
約
１
億
円
の
純

２０

損
失
と
な
っ
た
。
需
要
家
戸
数
の

減
少
や
大
口
需
要
家
へ
の
販
売
量

の
減
少
に
よ
る
収
益
の
減
少
と
、

旧
ガ
ス
工
場
跡
地
残
存
杭
処
分
工

事
お
よ
び
原
料
価
格
の
高
騰
に
よ

る
費
用
の
増
加
が
お
も
な
原
因
で

あ
る
。

　

今
後
も
需
要
拡
大
と
経
営
の
効

率
化
を
図
り
、
ガ
ス
事
業
民
営
化

検
討
委
員
会
の
答
申
に
沿
っ
た
民

間
移
譲
を
早
期
に
推
し
す
す
め
て

ほ
し
い
。

水
道
事
業
会
計

　

平
成　

年
度
は
下
荒
河
浄
水
場

２０

関
連
資
産
の
減
価
償
却
が
始
ま
り
、

約
３
０
０
０
万
円
の
純
損
失
と

な
っ
た
。
簡
易
水
道
事
業
の
統
合

の
ほ
か
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に

伴
う
需
要
家
の
減
少
や
節
水
意
識

の
浸
透
、節
水
機
器
の
普
及
、ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
水
販
売
な
ど
大
き
な

変
化
が
生
じ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
経
済
的
で
効
率
的
な

事
業
運
営
を
行
い
、
良
質
で
安
定

し
た
水
の
供
給
に
努
め
て
ほ
し
い
。

病
院
事
業
会
計

　

前
年
度
よ
り
改
善
さ
れ
た
も
の

の
約
６
億
円
の
純
損
失
と
な
っ
た
。

福
知
山
市
民
病
院
は
さ
ま
ざ
ま
な

努
力
に
よ
り
収
益
が
増
加
し
て
い

る
が
、
今
後
も
減
価
償
却
費
な
ど

の
多
額
の
固
定
経
費
が
経
営
を
圧

迫
す
る
状
況
が
続
く
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
早
期

の
収
支
改
善
・
経
営
の
安
定
化
を

図
り
、
地
域
医
療
の
向
上
に
寄
与

さ
れ
る
よ
う
期
待
す
る
。　　
　

健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金
不

足
比
率

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り

監
査
委
員
の
審
査
に
付
さ
れ
た
健

全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金
不
足

比
率
は
、
い
ず
れ
も
適
正
に
作
成

さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
た
。

※
審
査
意
見
書
は
、
市
役
所
１
階

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

　

す
べ
て
の
比
率
で
、早
期
健

全
化
基
準
範
囲
内

財
政
健
全
化
比
率

用
語
解
説

【
実
質
赤
字
比
率
】福
祉
、教
育
、ま

ち
づ
く
り
な
ど
中
心
的
な
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
一
般
会
計
な
ど
の
赤
字

の
程
度
を
指
標
化
し
、財
政
運
営
の

深
刻
度
を
示
す
も
の
。比
率
が
高
い

ほ
ど
深
刻
な
事
態
に
な
っ
て
い
る
。

【
連
結
実
質
赤
字
比
率
】す
べ
て
の

会
計
の
赤
字
や
黒
字
を
合
算
し
、全

体
の
財
政
運
営
の
深
刻
度
を
示
す

も
の
。比
率
が
高
い
ほ
ど
赤
字
の
解

消
が
難
し
く
な
る
。

【
実
質
公
債
費
比
率
】借
入
金
の
返

済
額
な
ど
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、

資
金
繰
り
の
危
険
度
を
示
す
も
の
。

比
率
が
高
い
ほ
ど
赤
字
再
建
団
体

に
な
る
可
能
性
が
高
い
。

【
将
来
負
担
比
率
】借
入
金（
地
方

債
）や
、将
来
支
払
っ
て
い
く
可
能

性
の
あ
る
負
担
な
ど
の
現
時
点
で

の
残
高
を
指
標
化
し
、将
来
財
政
を

圧
迫
す
る
可
能
性
が
高
い
か
ど
う

か
を
示
す
も
の
。比
率
が
高
い
と
、

今
後
の
財
政
運
営
に
問
題
が
生
じ

る
可
能
性
が
高
い
。

【
資
金
不
足
比
率
】公
営
企
業
の
事

業
規
模
で
あ
る
料
金
収
入
や
資
産

の
価
値
な
ど
に
対
す
る
資
金
不
足

額
の
規
模
を
指
標
化
し
、経
営
状
況

の
深
刻
度
を
示
す
も
の
。比
率
が
高

い
ほ
ど
、経
営
に
問
題
が
あ
る
。

【
早
期
健
全
化
基
準
】健
全
化
判
断

比
率
の
う
ち
、い
ず
れ
か
が
早
期
健

全
化
基
準
以
上
に
な
る
と
、議
会
の

将 来 負 担
比 率

実質公債費
比 率

連 結 実 質
赤 字 比 率

実 質 赤 字
比 率

186.016.1－－福 知 山 市
350.025.017.2312.23早 期健全化基準

35.040.0020.00財 政 再 生 基 準

17.7石 原 土 地 区 画 整 理 事 業 特 別 会 計
4.0福知山駅周辺土地区画整理事業特別会計
19.4福知山駅南土地区画整理事業特別会計
20.0早 期 健 全 化 基 準

資金不足比率　※平成１９～２０年度に資金不足を生じる会計のみ計上　（単位：㌫）

議
決
を
経
て
財
政
健
全
化
計
画
を

定
め
、自
主
的
な
改
善
努
力
に
よ
る

財
政
健
全
化
が
求
め
ら
れ
る
。

【
財
政
再
生
基
準
】健
全
化
判
断
比

率
の
う
ち
、い
ず
れ
か
が
財
政
再
生

基
準
以
上
に
な
る
と
、赤
字
再
建
団

体
と
な
り
、議
会
の
議
決
を
経
て
財

政
再
生
計
画
を
定
め
、国
な
ど
の
関

与
に
よ
る
再
生
が
求
め
ら
れ
る
。

■
監
査
委
員
事
務
局
（
℡　

‐
７
０
７
４
）

２４

監
査
委
員
の
決
算
等
審
査
意
見
書
（
要
旨
）

健全化判断比率　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：㌫）
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平
成　

年
度
補
正
予
算

２１

一
般
会
計

　
　

億
８
２
４
３
万
５
０
０
０
円

１３
を
増
額
し
、
４
１
１
億
３
４
８
万

５
０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
も
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

▼
京
都
子
育
て
支
援
医
療
費
支
給

事
業
…
１
８
５
７
万
２
０
０
０
円

▼
ふ
く
ふ
く
医
療
費
支
給
事
業

…
３
５
９
万
３
０
０
０
円

▼
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
事

業　
　

…
３
６
５
万
６
０
０
０
円

▼
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

…　

億
５
４
６
９
万
７
０
０
０
円

１１
▼
「
ｅ
‐
ふ
く
ち
や
ま
」
整
備
事

業　

…
７
４
３
７
万
１
０
０
０
円

▼
日
中
活
動
給
付
費
・
施
設
入
所

支
援
費
・
旧
法
施
設
支
援
費

…
９
５
３
９
万
円

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　

３
７
５
万
３
０
０
０
円
を
減
額

し
、　

億
５
２
１
９
万
８
０
０
０

81

円
に
な
り
ま
し
た
。

休
日
急
患
診
療
所
費
特
別
会
計

　

２
７
２
万
９
０
０
０
円
を
増
額

し
、
２
９
８
３
万
５
０
０
０
円
に

な
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

●
保
険
事
業
勘
定

　

１
８
８
万
７
０
０
０
円
を
増
額

し
、　

億
５
７
９
９
万
４
０
０
０

61

円
に
な
り
ま
し
た
。

条　
　

例（
一
部
改
正
）　　
　
　

▼
市
職
員
定
数
条
例

▼
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤

の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関

す
る
条
例

▼
市
夜
久
野
町
ふ
れ
あ
い
の
里
福

祉
セ
ン
タ
ー
等
条
例

▼
市
ガ
ス
供
給
条
例

▼
市
簡
易
ガ
ス
供
給
条
例

▼
市
都
市
公
園
条
例

そ 
の 
他　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
２

件
）

▼
物
品
の
取
得

▼
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定　

な
ど　

人　
　

事　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任

 
大  
槻 
ł

お
お 
つ
き
ひ
ろ

   
 
子 
さ
ん（
正
明
寺
・
再
任
）

こ

 
芦  
田  
久  
司 
さ
ん（
新
庄
・
新
任
）

あ
し 

だ 

ひ
さ 

し

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
 
岸  
根  
登  
代  
子 
さ
ん（
金
屋
・
再
任
）

き
し 

ね 

と 

よ 

こ

　１２月定例市議会が、１２月３日から２４
日まで開かれました。
　この市議会に、市では１３億８３２９万
８０００円を補正し、全会計の総額を８２６
億９７３３万８０００円とする補正予算、条例
の制定など、合わせて２１議案を提案。
いずれも原案どおり可決されました。

１２月定例市議会
平成２１年度
　一般会計補正予算など

2009 年　あなたが決める　福知山市の 10 大ニュース
　昨年「広報ふくちやま」１１月１５日号で募集した「２００９年　あなたが決める１０大ニュース」には
３６２人のみなさんから応募いただきました。応募が多かった順に発表します。

■秘書広報課広報係（℡２４-７０００）
１位　新型インフルエンザの感染者が急増。修学旅行の延期や学年（級）閉鎖

など相次ぐ（年間）【２６１票】
２位　北近畿タンゴ鉄道（ＫＴＲ）福知山駅が高架開業（２月）【２４３票】
３位　２００８年ノーベル化学賞受賞者、 下  村  脩 さんを５人目の福知山市名誉市民

しも むら おさむ

として顕彰（１月）【２３２票】
４位　福知山成美高等学校が春のセンバツ初出場（３月）【２３０票】
５位　 谷  垣  禎  一 さんが、自由民主党の新総裁に（９月）【２２６票】

たに がき さだ かず

６位　ノーベル化学賞受賞の下村脩さん来福。名誉市民顕彰式典、記念スピー
チ・下村脩グランプリ表彰式を開催（１０月）【２０６票】

７位　 辻  井  伸  行 さんのコンサートチケット発売。前日から長蛇の列。問い合わせ殺到で大混乱
つじ い のぶ ゆき

（７月）【１９８票】
８位　辻井伸行さんのピアノコンサートを開催（１０月）【１９２票】
９位　定額給付金の支給にあわせて、プレミアム付きドッコイセ商品券を発売（５月）【１６４票】
９位　相次ぐ局地的集中豪雨により、市内各所で多くの被害（８月）【１６４票】
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申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

①
平
成　

年
１
月
１
日
に
市
内
に

２２

住
所
が
あ
り
、
昨
年
１
年
間
に
所

得
が
あ
っ
た
場
合
。

②
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所

得
が
あ
っ
た
場
合
。

③
公
的
年
金
な
ど
の
支
払
い
を
受

け
て
お
り
、
公
的
年
金
の
源
泉
徴

収
票
に
記
載
の
な
い
諸
控
除
を
受

け
る
場
合
。（
例
え
ば 
寡  
婦 
控
除
）

か 

ふ

④
平
成　

年
分
ま
で
は
確
定
申
告

２０

書
を
提
出
し
て
い
た
が
、
平
成　
２１

年
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
が

な
く
な
っ
た
場
合
。

※
平
成　

年
度
分
の
市
・
府
民
税

２１

の
申
告
を
さ
れ
た
人
に
は
、　
２２

年
度
の
申
告
書
を
１
月
下
旬
に

送
付
し
ま
す
。
新
た
に
市
・
府

民
税
の
申
告
を
さ
れ
る
人
は
、

税
務
課
・
各
支
所
に
申
告
書
を

備
え
て
い
ま
す
の
で
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

平
成　

年
度
分
か
ら
適
用
さ
れ
る

２２

個
人
住
民
税
（
市
・
府
民
税
）
の

お
も
な
改
正
点
な
ど

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
制
度

▼
対
象
／
平
成　

〜　

年
に
入
居

１１

１８

し
た
人
、
お
よ
び
平
成　

〜　

年

２１

２５

ま
で
に
入
居
の
人
で
、
所
得
税
の

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
、
所
得

税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
い
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
可
能
額
の
あ
る
人
。

※
平
成　

〜　

年
ま
で
に
入
居
し

１９

２０

た
人
は
、
所
得
税
の
控
除
期
間
を

　

年
ま
た
は　

年
の
ど
ち
ら
か
一

１０

１５

方
を
選
択
で
き
る
た
め
、
個
人
住

民
税
か
ら
の
控
除
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
控
除
額
／
次
の
う
ち
い
ず
れ
か

少
な
い
額

①
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可

能
額
の
う
ち
所
得
税
か
ら
引
き
き

れ
な
か
っ
た
額

②
所
得
税
の
「
課
税
さ
れ
る
所
得

金
額
」
×
５
㌫（
最
高
９
万
７
５
０

０
円
）

※
所
得
税
か
ら
控
除
額
全
部
を
引

き
き
れ
る
場
合
や
、
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
を
引
く
前
の
所
得
税
が

か
か
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
個

人
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

▼
住
民
税
用
の
申
告
は
原
則
不
要

　

平
成　

年
度
か
ら
、
個
人
住
民

２２

税
用
の
申
告
は
原
則
不
要
に
な
り

ま
し
た
。

　

確
定
申
告
や
年
末
調
整
で
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
の
申
告
手
続
き
を
す

れ
ば
、
市
役
所
へ
個
人
住
民
税
の

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
申
告
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
平
成　
１１

〜　

年
ま
で
に
入
居
し
た
人
で
、

１８
課
税
退
職
所
得
や
山
林
所
得
な
ど

が
あ
る
場
合
は
、
従
来
の
よ
う
に

申
告
さ
れ
る
と
控
除
額
が
多
く
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当

す
る
人
は
税
務
課
市
民
税
係
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

土
地
な
ど
の
長
期
譲
渡
所
得
に
対

す
る
特
別
控
除
の
創
設

　

平
成　

、　

年
の
２
年
間
に
取

２１

２２

得
す
る
土
地
を
５
年
を
超
え
て
所

有
し
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
そ
の

譲
渡
所
得
か
ら
１
０
０
０
万
円
を

控
除
す
る
も
の
で
す
。
平
成　

年
２７

以
降
の
譲
渡
が
対
象
で
す
。

個
人
住
民
税
の
豆
知
識　
　
　
　

　

次
に
該
当
す
る
人
は
、
個
人
住

民
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
該
当
す
る
人
は
、
申
告
し
て
控

除
の
適
用
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
障
害
者
、
寡
婦
ま
た
は
寡
夫
で

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５

万
円
以
下
（
給
与
所
得
者
の
年
収

に
す
る
と
２
０
４
万
４
０
０
０
円

未
満
）
で
あ
っ
た
人
。

※
寡
婦
・
寡
夫
と
は
、
申
告
す
る

年
の　

月　

日
現
在
で
次
の
要

１２

３１

件
を
満
た
す
人
。

寡
婦
／
次
の
①
ま
た
は
②
の
要
件

の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
人
。

①
夫
と
死
別
、
離
婚
し
た
後
婚
姻

し
て
い
な
い
、
ま
た
は
夫
の
生
死

が
不
明
で
、
扶
養
し
て
い
る
親
族

の
あ
る
人
。

②
夫
と
死
別
し
た
後
婚
姻
し
て
い

な
い
、
ま
た
は
夫
の
生
死
が
不
明

で
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
５

０
０
万
円
以
下
の
人
。

寡
夫
／
妻
と
死
別
ま
た
は
離
婚
し

た
後
婚
姻
し
て
い
な
い
人
、
妻
の

生
死
が
不
明
な
人
で
扶
養
し
て
い

る
子
が
あ
り
、
前
年
の
合
計
所
得

金
額
が
５
０
０
万
円
以
下
の
人
。

▼
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受

け
て
お
ら
れ
る
人
は
、
申
請
に
よ

り
「
障
害
者
控
除
」
の
適
用
が
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

税
法
上
の
障
害
者
控
除
は
、
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
お
ら

市
・
府
民
税
の
申
告

市
・
府
民
税
の
申
告 

【
提
出
先
／
市
役
所
税
務
課
（
℡

‐
７
０
２
４
）・
各
支
所
】

　
　
【
提
出
先
／
市
役
所
税
務
課 
（
℡　

‐
７
０
２
４ 
）・
各
支
所
】

２４２４

所
得
税
・
個
人
住
民
税（
市
・
府
民
税
）の
申
告
は
お
早
め
に

平
成　

年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
と
、
平
成　

年
度
分（
平
成　

年
１
月
〜　

月
）の
市
・
府
民
税
の
申
告
を

２１

２２

２１

１２

２
月　

日（
火
）〜
３
月　

日（
月
）ま
で
受
け
付
け
ま
す
。　　
　
　

■
税
務
課
市
民
税
係
（
℡　

‐
７
０
２
４
）

１６

１５

２４

2
16
〜
 3
15
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れ
る
人
な
ど
が
対
象
に
な
り
ま
す

が
、
高
齢
の
た
め
に
心
身
機
能
が

低
下
し
障
害
者
な
ど
に
準
ず
る
状

態
で
あ
る
人
（
要
介
護
老
人
）
で
、

　
 

福
祉
事
務
所
長
が
認
定
し
、「
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
の
交
付

を
受
け
た
人
は
、
障
害
者
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。 

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
:

//w
w
w
.n
ta.g
o.jp

）
で
は
、
確

定
申
告
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
提

　
 

供
し
、
確
定
申
告
書
も
作
成
で
き

ま
す
。
ま
た
、
申
告
書
、
各
種
計

算
書
、
明
細
書
、
説
明
書
な
ど
も

　
 

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

① 
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な

ど
が
あ
る
人
で
、
平
成　

年
中
の

21

「
所
得
の
合
計
金
額
」か
ら「
基
礎

控
除
そ
の
他
の
所
得
控
除
の
合
計

額
」を
差
し
引
き
、そ
の
額
を
基
に

「
算
出
し
た
税
額
」が「
配
当
控
除

額
」の
合
計
を
超
え
る
場
合
。

② 
給
与
所
得
が
あ
る
人
で
、
次
に

該
当
す
る
場
合

▼
給
与
の
収
入
金
額
が
２
０
０
０

万
円
を
超
え
る
。

▼
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

「
各
種
の
所
得
の
合
計
額
」
が　
20

万
円
を
超
え
る
。

確
定
申
告
を
す
れ
ば
所
得
税
が
還

付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

所
得
税
を
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い

る
給
与
所
得
者
な
ど
で
、
次
に
該

当
す
る
場
合
は
、
確
定
申
告
を
す

れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後

就
職
し
な
か
っ
た
た
め
年
末
調
整

を
受
け
な
か
っ
た
場
合
。

②
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、
寄

付
金
控
除
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
、

政
党
等
寄
付
金
特
別
控
除
ま
た
は

住
宅
耐
震
改
修
特
別
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
さ
れ
る

人
へ

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

「
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 （http://w
w
w
.e－ tax.nta.go.jp

）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

電
子
申
告
の
メ
リ
ッ
ト

▼
最
高
５
０
０
０
円
の
税
額
控
除

※
１
度
適
用
に
な
っ
た
人
は
、
２

度
目
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

▼
添
付
書
類
の
提
出
不
要

※
事
前
に
利
用
開
始
の
た
め
の
手

続
き
な
ど
が
必
要
で
す
。

市
・
府
民
税
の
申
告
相
談
、
申
告

書
受
付

▼
税
務
課（
℡　

‐
７
０
２
４
）

２４

　

２
月　

日（
火
）〜
３
月　

日

１６

１５

（
月
）※
土
・
日
は
除
く

▼
三
和
支
所（
℡　

‐
３
０
０
２
）

５８

　

２
月　

日（
火
）・　

日（
水
）・　

１６

１７

２６

日（
金
）・
３
月　

日（
水
）・　

日

１０

１１

（
木
）

▼
夜
久
野
支
所（
℡　

‐
１
１
０

３７

６
）

　

２
月　

日（
木
）・　

日（
金
）・　

１８

１９

２４

日（
水
）・
３
月
８
日（
月
）・
９
日

（
火
）

▼
大
江
支
所（
℡　

‐
１
１
０
３
）

５６

　

２
月　

日（
月
）・　

日（
火
）・
３

２２

２３

月
３
日（
水
）・
４
日（
木
）・　

日
１２

（
金
）

※
受
付
時
間
は
、い
ず
れ
も
午
前

９
時　

分
〜
午
後
４
時
。

３０

※
青
色
申
告
・
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

の
確
定
申
告
・
譲
渡
所
得
の
申

告
は
税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

確
定
申
告
説
明
会　
　
　
　
　
　

　

所
得
税
、消
費
税
の
確
定
申
告

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
説
明

と
き
／
１
月　

日（
水
）

２７

①
午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

　

給
与
、年
金
収
入
な
ど
の
あ
る

人
が
対
象
で
す
。

②
午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

　

事
業
・
不
動
産
・
農
業
所
得
の
あ

る
人
、消
費
税
の
申
告
が
必
要
な

人
が
対
象
で
す
。

と
こ
ろ
／
厚
生
会
館（
西
中
ノ
町
）

■
福
知
山
税
務
署

（
℡　

‐
３
１
２
１
）

２２

税
理
士
に
よ
る
申
告
の
無
料
相
談

①
２
月　

日（
火
）〜　

日（
木
）・

１６

１８

３
月
４
日（
木
）・
５
日（
金
）

と
こ
ろ
／
福
知
山
商
工
会
議
所

（
東
中
ノ
町
）

②
３
月
１
日（
月
）・
２
日（
火
）

と
こ
ろ
／
福
知
山
納
税
協
会

（
内
記
二
丁
目
）

時
間
／
い
ず
れ
も
午
前
９
時　

分
３０

〜
正
午
、午
後
１
時
〜
４
時

※
受
付
時
間
は
午
後
３
時　

分
ま

３０

で
。

※
新
た
に
消
費
税
の
課
税
事
業
者

に
な
ら
れ
た
人
も
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
土
地
、建
物
な
ど
の
譲
渡
所
得

に
つ
い
て
は
、税
務
署
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
福
知
山
商
工
会
議
所

（
℡　

‐
２
１
０
８
）

２２

■
福
知
山
納
税
協
会

（
℡　

‐
２
３
６
９
）

２２

年
金
所
得
者
と
給
与
所
得
者
還
付

申
告
の
た
め
の
申
告
相
談

と
き

　

２
月
１
日（
月
）〜
５
日（
金
）

午
前
９
時　

分
〜
正
午
、午
後
１

３０

時
〜
４
時

※
受
付
時
間
は
午
後
３
時　

分
ま

３０

で
。

と
こ
ろ
／
厚
生
会
館（
西
中
ノ
町
）

■
福
知
山
税
務
署

（
℡　

‐
３
１
２
１
）

２２

■
市
税
務
課
市
民
税
係

（
℡　

‐
７
０
２
４
）

２４

申
告
相
談
・
説
明
会
の
ご
案
内

　

年
金
・
給
与
所
得
者
の
還
付
申
告
の
た
め
の
相
談
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

確確
定
申
告

定
申
告

【
提
出
先
／
福
知
山
税
務
署
（
℡

‐
３
１
２
１
）】

　
　
【
提
出
先
／
福
知
山
税
務
署 
（
℡　

‐
３
１
２
１ 
）】

２２２２

特集②　所得税・個人住民税の申告はお早めに
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平
成　

年
度
の
取
組
成
果　
　
　

２０

　

職
員
数
の
削
減
や
給
与
制
度
の

見
直
し
な
ど
で
削
減
効
果
額
は
、

一
般
財
源
で
約　

億
１
５
０
０
万

１１

円
と
な
り
、
計
画
を
上
回
り
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
市
長
な
ど
の
交

際
費
の
公
開
や
人
事
考
課
制
度
の

試
行
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

平
成　

年
９
月
現
在
の
平
成　

年

２１

２１

度
取
組
状
況
と
年
度
内
見
込
み

　

平
成　

年
度
末
で
は
、
職
員
数

２１

の
削
減
や
給
与
制
度
の
見
直
し
な

ど
に
よ
り
、
一
般
財
源
の
削
減
効

果
見
込
み
額
が
約　

億
１
８
０
０

１３

万
円
と
、
計
画
を
上
回

る
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
取
り
組

み
が
遅
れ
て
い
る
も
の

も
あ
り
、
今
後
も
、
さ

ら
に
強
力
に
改
革
を
進

め
ま
す
。

行
政
改
革
推
進
懇
話
会

を
開
催　

　

平
成　

年　

月
７
日
、

２１

１２

行
政
改
革
の
取
組
状
況

に
つ
い
て
、
市
長
と
市

民
（
第
４
次
行
政
改
革

策
定
時
の
行
政
改
革
推

進
委
員
会
委
員
）
に
よ

る
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
職
員

数
の
削
減
、
民
間
委
託
、

住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く

り
、
財
源
確
保
な
ど
に

つ
い
て
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
い
た
だ
い
た
意
見
を

参
考
に
、
さ
ら
に
効
率
的
な
行
政

経
営
を
目
指
し
て
、
行
政
改
革
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

お
も
な
意
見

●
長
期
的
な
見
込
み
に
基
づ
き
、

計
画
的
に
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て

ほ
し
い
。

●
市
有
財
産
売
却
の
さ
ら
な
る
推

進
を
。

●
学
校
、
保
育
園
な
ど
の
統
廃
合

に
よ
り
、
廃
止
と
な
っ
た
校
舎
や

園
舎
を
ど
の
よ
う
に
地
元
で
受
け

入
れ
を
す
る
か
が
課
題
。

●
民
間
委
託
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
。
民
間
で
で
き
る

こ
と
と
、
市
が
直
接
行
う
べ
き
こ

と
の
見
定
め
が
必
要
。

●
市
役
所
の
事
務
事
業
が
重
複
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
部
分
が
あ

る
。
統
一
す
る
な
ど
、
無
駄
を
な

く
し
て
ほ
し
い
。

※
行
政
改
革
実
施
計
画
の
平
成　
２０

年
度
取
組
成
果
お
よ
び
平
成　
２１

年
度
取
組
状
況
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
市
役
所
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
各
支
所
の

窓
口
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　市では、「合併による行財政のスリム化」など５つの推進項目を柱とする、「第４次行政改革大綱及
び実施計画」を策定し、計画期間（平成１９～２３年度）に「４７．５億円の経費削減」「平成２３年度に経常
収支比率（３㌻参照）を８６．５㌫に回復」（算定基準の変更があり、新基準では８９．５㌫）を目標として、
行政サービスの向上と行政コストの削減などについて、計画的に取り組んでいます。
　計画の推進にあたっては、「５年間で職員７０人以上の削減」など、２２４項目の具体的な達成目標を
定め、毎年、実施状況を取りまとめてお知らせすることとしています。
　平成２０年度の成果と２１年度の取組状況の概要をお知らせします。 ■企画推進課（℡２４－７０３０）

第４次福知山市行政改革

取組状況をお知らせします

一般財源の削減効果額
おもな取組成果推進項目

実　績計　画

５億４０００万円４億６７００万円・職員数の削減（一般職平成１８年度比５１人削減）
・公的施設の統廃合　など

合併による行財政の
スリム化

　 ３３００万円 △ １１００万円・各種業務の民間委託の推進
・指定管理者制度の導入および検証　など

積極的な民間委託な
どの推進

－－
・自主防災組織の育成と連携体制の確立
・市長などの交際費の公開
・パブリックコメント制度の実施　など

住民参加のまちづく
りの推進

－－・行政コスト意識向上研修の実施
・人事考課制度の試行　など

分権型社会の担い手に
ふさわしい職員の育成

５億４２００万円３億６０００万円・給与制度の見直し（地域手当の削減）
・各種補助金、使用料の見直し　など財政基盤の強化

１１億１５００万円８億１６００万円計

平成２０年度の取組成果　　　　　　　※削減効果額は平成１８年度との対比を示しています。

削減計画合計年度別実施計画
平成２３年度平成２２年度平成２１年度平成２０年度平成１９年度

４７億５０００万円１２億４５００万円１０億８９００万円９億３０００万円８億１６００万円６億７０００万円削 減 計 画 額
３１億９１００万円見込１３億１８００万円（※）１１億１５００万円７億５８００万円実 績 額

６７．２㌫見込１４１．７㌫見込１３６．６㌫１１３．１㌫計画に対する実施率

第４次行政改革実施計画の年度別計画と実績額（一般財源） ※削減計画額と実績額は平成１８年度との対比を示しています。

※平成２１年度の実績額は、現時点での見込額です。
【一般財源】　市の収入には、市税など使いみちの自由なお金（一般財源）と、国や府からの補助金など使いみ
ちが決まっているお金（特定財源）があります。
　計画では、一般財源の使用を節約し、ゆとりをもたせることが重要という考えから、一般財源の使用をどれ
だけ削減できたかに着目して整理しています。
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日
本
画
の
部
講
評（
抜
粋
）　　
　

 
草  
薙  
奈  
津  
子 
さ
ん（
美
術
評
論
家
）

く
さ 
な
ぎ 

な 

つ 

こ

　

今
年
は
、
時
代
を
反
映
し
た
よ

う
な
テ
ー
マ
が
多
い
と
思
い
ま
し

た
。
全
体
に
抽
象
画
よ
り
具
象
画

が
多
い
の
も
時
代
の 
趨
勢 
か
も
し

す
う
せ
い

れ
ま
せ
ん
。

　

暗
い
作
品
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

せ
っ
か
く
の
青
春
時
代
、
も
っ
と

明
る
く
元
気
の
良
い
作
品
を
生
み

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

人
間
が
精
神
的
に
も
技
術
的
に

も
成
長
す
る
貴
重
な
時
代
を
生
き

て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
自
覚

し
て
益
々
の
精
進
を
期
待
し
ま
す
。

　
 

絵
画
の
部
講
評（
抜
粋
）　　
　
　

 
絹  
谷  
幸  
二 
さ
ん

き
ぬ 
た
に 
こ
う 

じ

（
洋
画
家
・
東
京
芸
術
大
学
教
授
）

　

若
い
皆
さ
ん
の
新
鮮
な
力
作
が

多
数
集
ま
り
、
本
年
も
厳
し
い
審

査
で
し
た
が
、
楽
し
く
わ
く
わ
く

し
つ
つ
作
品
を
拝
見
し
ま
し
た
。

　

青
春
の
１
㌻
を
飾
る
皆
さ
ん
の

心
の
中
の
秘
め
ら
れ
た
思
い
が
、

自
ず
か
ら
鏡
に
映
さ
れ
る
様
に
作

品
に
描
き
込
ま
れ
て
お
り
感
動
し

ま
し
た
。
今
後
更
な
る
努
力
を
期

待
し
、
絵
を
描
く
仲
間
た
ち
の
楽

し
い
集
い
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　佐藤太清賞公募美術展は、本市名誉市民の日本画家・佐藤太清画伯の志を受け継ぎ２１世紀の
芸術文化を担う人材を育成するため、高校生・大学生を中心に全国から絵画作品を一般公募し、
今回は２１３点の応募作品の中から佐藤太清賞、福知山市長賞など６９点の作品が選ばれました。
　選ばれた作品を展示する巡回美術展を行います。　　　　　■まちづくり推進課（℡２４－７０３３）

第9回　佐藤太清賞公募美術展

佐藤太清賞公募美術展
●福知山会場

▼１月２３日（土）～２４日（日）
　　厚生会館（西中ノ町）

▼１月２７日（水）～２月７日（日）
　　佐藤太清記念美術館（内記一丁目）
　　　※入賞作品１７点のみ展示。

●横浜会場／２月１３日（土）～１６日（火）
　横浜赤レンガ倉庫１号館（横浜市中区）
●東京会場／２月２５日（木）～２８日（日）
　板橋区立グリーンホール（東京都板橋区）
●京都会場／３月４日（木）～７日（日）
　日図デザイン博物館

　（京都市勧業館内・京都市左京区）
●名古屋会場／３月２４日（水）～２８日（日）
　名古屋市民ギャラリー矢田（名古屋市東区）

絵画の部　佐藤太清賞
「窓辺」　 角  田  佳  奈  香 さん

かく た か な こ

（東京都足立区）

絵画の部　佐藤太清賞
「僕の生きる世界」　 斉  藤  秀  和 さん（京都市）

さい とう ひで かず

絵画の部　佐藤太清賞
「ＴＨＥ  ＨＵＳＨ」　 新  木  薫 さん（熊谷市）

しん き かおる
日本画の部　佐藤太清賞
「瞬間トリップ」　 藤  村  美  波 さん

ふじ むら み なみ

（下呂市）

絵画の部　福知山市長賞
「夜光」　 今  西  真  也 さん（奈良市）

いま にし しん や

日本画の部　福知山市長賞

「想いの欠片
かけら

    」　 宮  城  和  夏  子 さん
みや ぎ わ か こ

（つくば市）
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１
日（
火
）市
民
会
館

　
「
福
知
山
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会
」の
皆
さ

ん
と
懇
談
し
た
。

　

子
ど
も
達
を
取
り
巻

く
社
会
環
境
が
安
閑
と

し
て
は
い
ら
れ
な
い
今

日
、皆
さ
ん
が
子
ど
も

達
の
健
や
か
な
成
長
を

願
う
思
い
が
ひ
し
ひ
し

と
伝
わ
っ
て
き

た
。「
元
気
な
子

ど
も
の
育
つ
福

知
山
」の
実
現

に
向
け
て
頑

張
っ
て
い
か
ね

ば
と
気
持
ち
を

新
た
に
し
た
。

　

日（
日
）ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
ヒ
ル

１３福
知
山

　
「
鬼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

i
n　

ふ

く
ち
や
ま
２
０
０
９
」に
出
席
し
た
。

大
江
山
を
中
心
に
酒
呑
童
子
に
ま

つ
わ
る
伝
説
が
残
っ
て
い
る
。こ
れ

ら
は
我
が
ま
ち
の
誇
る
べ
き
資
源

で
あ
る
。鬼
ブ
ラ
ン
ド
を
生
か
し
た

福
知
山
な
ら
で
は
の
地
域
お
こ
し

を
進
め
て
い
き
た
い
。

※市のホームページ（市長の部屋）で閲覧できます。

まちかど 
ウオッチング 

「広報ふくちやま」にあなたが写っていたら、
サービスサイズを１枚差し上げます。
■秘書広報課広報係（℡２４‐７０００）

　雲原公民館前の広場に、今回、新たに木
造平屋建てで、いろりやおくどさん（かまど）
のある憩いの休憩所兼直売所「みんなの 和 

わ

 楽  家 」が完成し、竣工式が行われました。
が や

　昨年、整備された水車に引き続き、地域
の皆さんが力を合わせて整備されたもの
で、地域の交流拠点として活躍することで
しょう。

未来に伝えよう　ふるさとのみどり

　厚生会館で行われた市民憲章推進大会。
地域の清掃活動や花いっぱい運動に取り組
まれている団体、個人１４組を表彰。合わせて
「ふくちやま四季の写真」入賞者の表彰も行
いました。
　今年は、講師にラッキィ池田さんを招いて
にぎやかな大会となりました。ラッキィ池田
さんは「身近な人では、タレントの関根麻里
さんがゴーヤを育てておられる」など、エコ
に関する話をされたり、ダンスを踊られるな
ど会場を沸かせました。

新たな地域のシンボル誕生

エコを生きよう　ハッピィラッキィ

「幸せを生きる」
福知山市市民憲章推進大会

「みんなの水車広場」「みんなの水車広場」
拡張プロジェクト竣工式　　拡張プロジェクト竣工式

　
　三岳青少年山の家付近で植樹祭を行いま
した。植樹したケヤキの苗木は、昨年市か
ら天津・三岳・公誠・美河・美鈴・有仁小
学校に贈呈し、児童が１年間大切に学校で
育てたもので、植樹祭には各校の児童も参
加しました。

12
6

11
29

第３５回福知山地方植樹祭第３５回福知山地方植樹祭
福知山千年の森メモリアル植樹祭福知山千年の森メモリアル植樹祭

12
20
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募
集
す
る
住
宅

申
込
資
格

▼
入
居
の
申
し
込
み
を
し
た
日
に

お
い
て
、
入
居
を
申
し
込
み
す
る

人
お
よ
び
同
居
し
よ
う
と
す
る
人

の
う
ち
、
主
た
る
生
計
者
が　

歳
４５

未
満
で
あ
る
こ
と
。

▼
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し
よ
う

と
す
る
人
。

▼
現
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住

宅
を
必
要
と
し
て
い
る
人
。

▼
現
に
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い

な
い
人
。

入
居
の
決
定
／
運
営
委
員
会
の
選

考
を
経
て
決
定
。（
２
月
下
旬
）

入
居
可
能
日
／
３
月　

日（
金
）

１９

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

▼
福
知
山
市
大
江
町
定
住
促
進
住

宅
入
居
申
込
書
（
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
・
各
支
所
に
あ
り
ま
す
）

▼
入
居
予
定
者
全
員
の
住
民
票

（
ま
た
は
登
録
原
票
記
載
事
項
証

明
書
）

▼
入
居
を
希
望
す
る
人
の
う
ち
収

入
の
あ
る
人
全
員
の
課
税
証
明
書

▼
入
居
を
希
望
す
る
人
の
う
ち
収

入
の
あ
る
人
全
員
の
納
税
証
明
書

申
込
方
法
／
２
月
３
日（
水
）〜　
１２

日（
金
）の
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時　

分
に
、
大
江
支
所
地
域
振

１５

興
係（
℡　

‐
１
１
０
２
）ま
で
直

５６

接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

開
催
時
間

　

各
教
室
と
も
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
牧
）

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

※
中
学
生
以
下
は
、
保
護
者
の
同

意
が
必
要
で
す
。

※
同
一
教
室
で
の
申
し
込
み
は
、

１
世
帯
１
人
と
し
ま
す
。

指
導
／
グ
ル
ー
プ
「
エ
コ 
美
遊 
」

ビ
ュ
ー

申
込
方
法
／
各
教
室
の
前
日
ま
で

に
、
環
境
政
策
室
環
境
保
全
係

（
℡　

‐
１
８
２
７
）ま
で
。

２２

 

※
先
着
順
。

※
団
体
で
の
体
験
教
室
も
受
け
付

け
ま
す
。
（
月
２
組
以
内
）

※
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
は
、
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

と
き
／
３
月　

日（
祝
）

21

大
江
山
女
子
駅
伝　
　
　
　
　
　

ス
タ
ー
ト
／
正
午

コ
ー
ス
／
大
江
町
総
合
会
館
前

（
中
央
）ス
タ
ー
ト　

６
区
間　

　

・
８
㌔
㍍

17出
場
資
格
／
高
校
生
を
除
く　

歳 
18

以
上
の
女
性
６
人
以
上
の
チ
ー
ム

※
チ
ー
ム
編
成
が
で
き
な
い
場
合
、

高
校
生
を
含
む　

歳
以
上
の
女

16

性
２
人
ま
で
可
。
こ
の
場
合
、

総
合
成
績
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

参
加
料
／
１
チ
ー
ム
８
０
０
０
円

※
申
込
時
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
／
２
月　

日（
月
）

22

鬼
っ
子
マ
ラ
ソ
ン　
　
　
　
　
　

ス
タ
ー
ト
／
午
後
０
時　

分
10

種
目

①
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
２
㌔
㍍
）

定
員
／　

組（
先
着
順
）

50

参
加
料
／
１
組
１
０
０
０
円

②
小
学
生
の
部（
男
女
）（
３
㌔
㍍
）

定
員
／
１
０
０
人（
先
着
順
）

参
加
料
／
１
人
５
０
０
円

※
参
加
料
は
、
当
日
納
め
て
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限
／
３
月
５
日（
金
）

申
込
方
法
／
所
定
の
申
込
用
紙
を

大
江
山
女
子
駅
伝
事
務
局
（
〒
６

２
０
‐
０
３
９
８　

大
江
町
河
守

２
８
５　

大
江
地
域
公
民
館
内　

℡　

‐
０
０
２
５
）
ま
で
送
付
。

56
※
申
込
用
紙
は
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
、

各
支
所
な
ど
に
あ
り
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

第　

回
大
江
山
女
子
駅
伝

２１
鬼
っ
子
マ
ラ
ソ
ン（
サ
ブ
イ
ベ
ン
ト
）

大
江
町
定
住
促
進
住
宅

空
家
入
居
者

鬼の里定住促進団地 （美鈴新）

敷金
家賃

（月額）
募集
戸数

１４万１０００円４万７０００円３戸2LDK
ガレージ付き

１３万５０００円４万５０００円１戸2LDK
ガレージ付き

※敷金は家賃の３カ月分です。
※使用期間は５年（更新可能）

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

受講料募集
人員教　室　名開催日

無料１０人布教室　布ぞうりを作
ろう（大人用） ４日（木）

１００円６人
（中学生以上）

ガラス教室　トンボ玉
（ガラス玉）のストラッ
プを作ろ ７日（日）

無料１０人布教室　座布団 雛 を作
びな

ろう

無料１０人ＰＰバンド教室　ＰＰ
バンドかごを作ろう１５日（月）

１００円６人布教室　布帽子を作ろ
う※ミシンを使います。１９日（金）

１００円３人

裂き織り教室　コイン
ケース（小銭入れ）を作
ろう※ミニ手織り機を使
います。２１日（日）

無料６人牛乳パック教室　ほっこり
円座（座いす）を作ります

無料６人
布教室　スッキリバッ
クを作ろう
※ミシンを使います。

２５日（木）

２月のリサイクルプラザ体験教室
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

２
月
の
体
験
教
室
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販
売
す
る
展
示
品
・
価
格

▼
家
具
類
７
点

　

１
０
０
円
〜
３
０
０
０
円

▼
自
転
車
４
台（
大
人
用
）

　

２
０
０
０
円
〜
３
２
０
０
円

※
防
犯
登
録
料
を
含
み
ま
す
。

展
示
場
所
／
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
環
境
パ
ー
ク
内
）

申
込
資
格

　

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

※
中
学
生
以
下
は
、
保
護
者
の
同

伴
が
必
要
で
す
。

申
込
受
付

　

２
月
１
日（
月
）〜　

日（
金
）

２６

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

※
正
午
〜
午
後
１
時
、
土
曜
日
、　

第
２
・
４
日
曜
日
は
除
く
。

購
入
者
の
決
定

　

３
月
７
日（
日
）午
前　

時
〜

１０

※
申
込
者
多
数
の
場
合
、
抽
選

■
環
境
政
策
室（

℡　

‐
１
８
２
７
）

22

　

市
自
然
科
学
協
力
員
の
指
導
で

春
を
告
げ
る
木
や
野
の
花
を
観
察

し
ま
す
。

と
き
／
２
月　

日（
土
）

13

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

30

と
こ
ろ
／
都
市
緑
化
植
物
園

（
三
段
池
公
園
内
）

参
加
料
／
無
料

申
込
方
法
／
２
月　

日（
祝
）ま
で

11

に
電
話
で
都
市
緑
化
植
物
園
（
℡

　

‐
６
６
１
７
）
ま
で
。

22と
き
／
３
月
７
日（
日
）

午
前　

時　

分
〜
午
後
２
時　

分

１０

４５

３０

と
こ
ろ
／
京
都
テ
ル
サ（
京
都
市
）

対
象
／
京
都
府
内
に
在
住
し
、平

成　

年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す

２２
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
・
親
・
兄

弟
姉
妹

申
込
方
法
／
２
月　

日（
金
）ま
で

１２

に
、
は
が
き
に
住
所
・
電
話
番
号
・

保
護
者
名
・
新
入
学
児
童
と
兄
弟

姉
妹
の
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
性
別
・

生
年
月
日
・
自
宅
か
ら
の
交
通
手

段
と
片
道
分
の
経
費
を
記
入

申
込
先

▼
母
子
家
庭
の
人

　

京
都
府
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

▼
父
子
家
庭
の
人

　

京
都
府
民
生
児
童
委
員
協
議
会

※
宛
先
は
、
い
ず
れ
も
〒
６
０
４

‐
０
８
７
４　

京
都
市
中
京
区

竹
屋
通
烏
丸
東
入
る
清
水
町
３

７
５　

京
都
府
立
総
合
福
祉
会

館
内

■
京
都
府
家
庭
支
援
課
母
子
・
父

子
担
当
（
℡
０
７
５
‐
４
１
４
‐

４
５
８
５
）

　

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の
医

療
費
助
成
の
対
象
疾
患
に
、
新
た

に　

疾
患
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

１１

　

申
請
手
続
き
は
、
京
都
府
中
丹

西
保
健
所
保
健
室
（
℡　

‐
６
３

２2

８
１
）
ま
で
。

追
加
さ
れ
た　

疾
患

１１

▼
家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血

症（
ホ
モ
接
合
体
）

▼ 
脊
髄 
性
筋
萎
縮
症

せ
き
ず
い

▼
球 
脊
髄 
性
筋
萎
縮
症

せ
き
ず
い

▼
慢
性
炎
症
性
脱
髄
性
多
発
神
経

炎▼
肥
大
型
心
筋
症

▼
拘
束
型
心
筋
症

▼
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
病

▼
リ
ン
パ
脈
管
筋
腫
症

▼
重
症
多
形 
滲  
出 
性
紅
斑（
急
性

し
ん 
し
ゅ
つ

期
）

▼
黄
色 
靭
帯 
骨
化
症

じ
ん
た
い

▼
脳
間
下
垂
体
機
能
障
害
（
Ｐ
Ｒ

Ｌ
分
泌
異
常
症
、
ゴ
ナ
ド
ト
ロ
ピ

ン
分
泌
異
常
症
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
分
泌
異

常
症
、
下
垂
体
Ｔ
Ｓ
Ｈ
分
泌
異
常

症
、
ク
ッ
シ
ン
グ
病
、
先
端
巨
大

症
、
下
垂
体
機
能
低
下
症
）

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

修
理
再
生
品
販
売

２
月
の
植
物
観
察
会

　納期限日です。■保険課国保料係（℡２４‐７０１９）■高齢者福祉課介護保険係（℡２４‐７０１３）■高齢者福祉課高齢者医療係（℡２４‐７０１８）

ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま
す

知
事
と
新
入
学
児
童
の
つ
ど
い

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の

対
象
疾
患
に　

疾
患
を
追
加

１１

　２月１日現在で、全国一斉に「２０１０年世界
農林業センサス」が実施されます。
　この調査は、農林業の実態を明らかにし、
国や都道府県、市区町村はもちろん各方面に
わたり、広く利用できる総合的な統計資料を
得るための調査です。
　調査員が農業や林業をされている人に、調査票の記入をお願いに
伺います。
　ご協力をお願いします。
■総務課文書統計係（℡２４-７０３６）
■三和支所総務防災係（℡５８-３００１）
■夜久野支所総務防災係（℡３７-１１０１）
■大江支所総務防災係（℡５６-１１０１）

2010 年
世界農林業センサス

と
き
／
２
月
９
日（
火
）午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分　
　
　
　
　
　
　
　

■
商
工
振
興
課
商
業
振
興
係

３０

３０

と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

号
室（
内
記
三
丁
目
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
（
℡　

‐
７
０
７
５
）

３１

２４

市
中
心
市
街
地
活
性
化
の
取
り
組
み
に

対
す
る
診
断
・
助
言
事
業
報
告
会

入場
無料



15 広報ふくちやま　H22（2010）．1．1・15 2月1日(月)は、国民健康保険料、介護保険料(普通徴収分)いずれも第8期分、後期高齢者医療保険料(普通徴収分)第7期分の　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免

と
徴
収
猶
予

　

災
害
や
そ
の
ほ
か
の
事
情
で
、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
な

ど
に
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
減

免
・
徴
収
猶
予
が
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
条
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た

し
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

該
当
条
件

①
災
害
に
よ
り
住
宅
・
家
財
そ
の

ほ
か
の
財
産
に
著
し
い
損
害
を
受

け
た
と
き

②
世
帯
主
の
死
亡
・
病
気
な
ど
、

ま
た
は
事
業
の
休
廃
止
、
失
業
な

ど
で
所
得
が
著
し
く
減
少
し
た
と

き③
刑
事
施
設
な
ど
に
２
カ
月
以
上

拘
禁
さ
れ
た
と
き

④
被
爆
者
健
康
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
と
き

医
療
機
関
な
ど
に
支
払
う
一
部
負

担
金
の
減
免
と
徴
収
猶
予

　

災
害
や
そ
の
ほ
か
の
事
情
で
、

一
部
負
担
金
を
支
払
う
こ
と
が
困

難
な
場
合
な
ど
に
、
一
部
負
担
金

の
減
免
・
徴
収
猶
予
が
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
条
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た

し
、
医
療
費
の
支
払
い
が
困
難
な

人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

該
当
条
件

①
災
害
に
よ
り
住
宅
・
家
財
そ
の

ほ
か
の
財
産
に
著
し
い
損
害
を
受

け
た
と
き

②
世
帯
主
の
死
亡
・
病
気
な
ど
ま

た
は
事
業
の
休
廃
止
、
失
業
な
ど

で
所
得
が
著
し
く
減
少
し
た
と
き

入
院
時
の
一
部
負
担
金
と
食
事
代

の
減
額

　

長
寿
医
療
制
度
の
被
保
険
者
で

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
人

は
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
（
以
下
「
限
度
額
認

定
証
」
）
を
発
行
し
ま
す
。
入
院

時
に
こ
の
限
度
額
認
定
証
を
医
療

機
関
の
窓
口
で
提
示
す
る
と
、
一

部
負
担
金
と
食
事
代
が
減
額
さ
れ

ま
す
。

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

高
齢
者
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
窓

口
相
談
係
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
医
療
係

（
℡　

‐
７
０
１
８
）

24

■
三
和
支
所
窓
口
相
談
係

（
℡　

‐
３
０
０
２
）

58

■
夜
久
野
支
所
窓
口
相
談
係

（
℡　

‐
１
１
０
６
）

37

■
大
江
支
所
窓
口
相
談
係

（
℡　

‐
１
１
０
３
）

56

　

市
内
に
工
業
生
産
工
場
が
あ
り
、

工
業
用
生
産
機
械
を
更
新
、
ま
た

は
新
た
に
取
得
し
た
事
業
所
に
、

申
請
に
よ
り
奨
励
金
を
交
付
し
ま

す
。

※
長
田
野
工
業
団
地
・
長
田
野
工

業
団
地
ア
ネ
ッ
ク
ス
京
都
三
和

の
立
地
企
業
を
除
く
。

対
象
と
な
る
機
械
／
次
の
す
べ
て

の
項
目
に
該
当
す
る
機
械

▼
平
成　

年
１
日
１
日
〜　

月　

20

12

31

日
に
購
入
し
、
耐
用
年
数
が
７
年

以
上

▼
固
定
資
産
（
償
却
資
産
）
課
税

台
帳
に
登
録
済
み
で
、
１
物
件
の

課
税
標
準
額
が　

万
円
以
上

25

▼
固
定
資
産
（
償
却
資
産
）
税
の

平
成　

年
度
課
税
分
の
納
付
が
完

21

了
し
て
い
る

▼
租
税
特
別
措
置
法
ま
た
は
地
方

税
法
の
規
定
に
よ
る
減
価
償
却
の

特
別
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い

奨
励
金
の
額
／
課
税
標
準
額
の

１
・
５
㌫
以
内

※
１
機
械
に
つ
き
１
回
の
み

申
請
期
限
／
２
月　

日
（
金
）

26

■
商
工
振
興
課
産
業
振
興
係

（
℡　

‐
７
０
７
５
）

２４

　

国
民
年
金
は
、国
内
に
住
所
が

あ
る　

歳
以
上　

歳
未
満
の
す
べ

２０

６０

て
の
人
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

保
険
の
種
類

▼
第
１
号
被
保
険
者
／
自
営
業
者
、

学
生
な
ど

▼
第
２
号
被
保
険
者
／
会
社
員
、

公
務
員

▼
第
３
号
被
保
険
者
／
第
２
号
被

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者加
入
手
続
き

▼
第
１
号
被
保
険
者
／
市
区
町
村

で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
第
２
号
被
保
険
者
／
厚
生
年
金

保
険
な
ど
の
加
入
手
続
き
に
あ
わ

せ
て
行
い
ま
す
の
で
、個
別
の
手

続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
第
３
号
被
保
険
者
／
配
偶
者
の

勤
務
先
な
ど
で
手
続
き
が
必
要
で

す
。

　

国
民
年
金
は
、老
後
の
所
得
保

障
だ
け
で
な
く
、病
気
や
け
が
で

重
い
障
害
が
残
っ
た
り
、　

歳
未

１８

満
の
子
を
残
し
て
親
が
亡
く
な
っ

た
と
き
に
も
年
金
を
支
給
し
、思

い
が
け
な
い
人
生
の「
万
一
」も
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者
と
な
る
人
は
、

　

歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
加
入

２０手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
猶
予
・
減
免

　

学
生
で
あ
る
場
合
な
ど
、収
入

が
少
な
い
た
め
に
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
難
し
い
場
合
は
、申

請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
・
免
除
と
な
る「
学
生
納
付
特
例

制
度
」「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

「
保
険
料
免
除
・
一
部
納
付（
免
除
）

制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
手
続
き
を
行
わ
な
い
ま
ま

国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ

て
い
る
と
、万
一
の
と
き
に
障
害

年
金
が
受
け
取
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
市
民
課
国
民
年
金
係

（
℡　

‐
７
０
５
７
）

２４

長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
）の
減
額（
減
免
）

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

工
業
生
産
機
械

導
入
奨
励
金

新
成
人
の
み
な
さ
ん

　

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

　

し
ま
し
ょ
う

と
こ
ろ
／
福
知
山
郵
便
局（
北
本
町
一
区
）　

※
日
程
、会
場
は
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、京
都
府
福
知
山
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間
／
午
後
０
時　

分
〜
３
時　

分　
 
（
℡　

‐
６
６
３
０
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
■
市
献
血
推
進
協
議
会（
℡　

‐
２
７
８
８
）

３０

３０

２７

２３

　

㍉
㍑
献
血
の
お
知
ら
せ

４００

1
28
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今
年
度
以
降
の
整
備
予
定
エ
リ

ア
内
の
各
組
合
な
ど
を
対
象
に
、

工
事
説
明
会
を
開
催
し
「
ｅ
‐
ふ

く
ち
や
ま
」
整
備
事
業
の
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
環
境
の
整
備
と
テ
レ
ビ

難
視
聴
対
策
に
着
手
し
ま
す
。

市
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
施
設

条
例
の
施
行

　

テ
レ
ビ
難
視
聴
対
策
に
か
か
る

有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
施
設
の

設
置
お
よ
び
管
理
に
つ
い
て
必
要

な
事
項
を
定
め
る
「
福
知
山
市
有

線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
施
設
条

例
」
を
１
月
１
日
付
け
で
施
行
し

ま
し
た
。

加
入
金
と
使
用
料

加
入
金
／
２
１
０
０
円

使
用
料
／
６
３
０
０
円
（
年
額
）

減
免
措
置　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
入
金
の
免
除　
　
　
　
　
　
　

▼
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保

護
又
は
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑

な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後

の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
に

規
定
す
る
支
援
給
付
を
受
け
て
い

る
加
入
者
。

▼
加
入
者
が
自
治
会
で
、
市
地
域

防
災
計
画
で
避
難
施
設
に
指
定
さ

れ
て
い
る
集
会
所
や
公
会
堂
な
ど
。

▼
学
校
教
育
法
ま
た
は
児
童
福
祉

法
に
規
定
さ
れ
る
施
設
。

▼
そ
の
ほ
か
、
特
に
免
除
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
。

使
用
料
の
減
免　
　
　
　
　
　
　

免
除
対
象

▼
生
活
保
護
法
な
ど
の
保
護
を
受

け
て
い
る
加
入
者
。

▼
世
帯
す
べ
て
の
人
の
市
民
税
が

非
課
税
で
あ
り
、
か
つ　

歳
以
上

７０

の
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
場
合
。

▼
加
入
者
が
自
治
会
で
、
市
地
域

防
災
計
画
で
避
難
施
設
に
指
定
さ

れ
て
い
る
集
会
所
や
公
会
堂
な
ど
。

▼
学
校
教
育
法
ま
た
は
児
童
福
祉

法
に
規
定
さ
れ
る
施
設
。

▼
そ
の
ほ
か
、
特
に
免
除
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
。

減
額
対
象（
半
額
）

▼
世
帯
す
べ
て
の
人
の
市
民
税
が

非
課
税
。

▼
加
入
者
が
自
治
会
で
、
市
の
管

理
に
属
さ
な
い
集
会
所
や
公
会
堂

な
ど
の
施
設
。

▼
そ
の
ほ
か
、
特
に
減
額
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
、
必

要
と
認
め
る
額
を
減
額
。

納
入
方
法

　

平
成　

年
度
分
は
、
３
月
に
加

２１

入
金
お
よ
び
使
用
料
納
入
に
必
要

な
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

期
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
供
用
開
始
が
年
度
途
中
の
場
合

は
、
月
割
計
算
し
ま
す
。

市
テ
レ
ビ
難
視
聴
対
策
共
同
受
信

施
設
撤
去
支
援
費

　
「
ｅ
‐
ふ
く
ち
や
ま
」
整
備
事
業

の
テ
レ
ビ
難
視
聴
対
策
に
参
画
す

る
こ
と
で
、
既
存
の
テ
レ
ビ
共
同

受
信
施
設
の
撤
去
に
要
す
る
経
費

の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

　

申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
さ
れ

る
テ
レ
ビ
共
同
受
信
団
体
な
ど
は
、

担
当
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

交
付
要
件

　

福
知
山
市
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

放
送
施
設
に
加
入
し
、
放
送
施
設

の
整
備
が
完
了
し
た
日
か
ら
起
算

し
て
２
年
以
内
に
共
同
受
信
施
設

を
撤
去
す
る
こ
と
。

支
援
費
の
額

　

共
同
受
信
施
設
の
撤
去
工
事
お

よ
び
撤
去
機
材
な
ど
の
運
搬
や
廃

棄
に
要
す
る
経
費
を
対
象
と
し
、

こ
の
額
の
２
割
を
支
援
し
ま
す
。

※
限
度
額
は
１
０
０
万
円
。

■
情
報
推
進
課
地
域
情
報
係

（
℡　

‐
７
０
６
０
）

２４

「
e
‐
ふ
く
ち
や
ま
」整
備

事
業
テ
レ
ビ
難
視
聴
対
策

人権シリーズ

（まち）　　■生活交通課交通対策係（℡２４‐７０２０）

人権の輪を広めましょう
　昨年夏に募集した「人権と平和に関する標語」
に、児童・生徒の部５８４１点、一般の部１２８３点の作
品が寄せられました。作品をとおして、お互いの
人権を尊重することの大切さを考え、「人権尊重
の輪」を広めましょう。
児童・生徒の部
たすけあう　きもちがなかまを　つくるんだ

 迫  亮  介 さん（惇明小学校２年）
さこ りょう すけ

ぼくらはね　つながり合って　生きている
 豊  谷  拓  斗 さん（大正小学校５年）
とよ たに たく と

いじめはね　してもされても　傷つくよ
 油  谷 ほのかさん（雀部小学校５年）
ゆ たに

ちいさなて　ひとつひとつが　おおきなちから
 藤  原 みなみさん（修斉小学校１年）
ふじ わら

言わないよ　自分が言われて　いやなこと
 大  西  瑞  紀 さん（天津小学校３年）
おお にし みず き

ありがとう　かんしゃの心　わすれずに
 中  井  美  優 さん（三岳小学校３年）
なか い み ゆ

あいさつで　ひろがるひとのわ　こころのわ
 青  木  大  和 さん（菟原小学校２年）
あお き だい ち

ひまわりの　おはなのように　わらおうよ
 徳  永  夢  叶 さん（明正小学校１年）
とく なが ゆう と

だいじょうぶ　のばしたそのて　やさしいて
 竹  原  未  祥 さん（美河小学校１年）
たけ はら み さき

みんなで手を合わせ　差別をなくす世の中に
 岩  垣  瑠  偉 さん（北陵中学校１年）
いわ がき る い

一般の部
いじめっ子　見ている君も　いじめっ子

 片  山 ひとみさん（上川口小学校ＰＴＡ）
かた やま

困った時　何でも声を掛けあって
助け合いつつ　力になって　　　

 牧  野  好  美 さん（一般応募）
まき の よし み

■生涯学習課人権教育係（℡　２４‐７０６５）
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平
成　

・　

年
度
中
に
市
が
買

２２

２３

い
入
れ
る
物
品
の
納
入
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
登
録
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

参
加
資
格
／
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
人
・
業
者
。

▼
物
品
の
製
造
・
販
売
に
つ
い
て

法
令
で
資
格
を
必
要
と
す
る
場
合

は
、
そ
の
資
格
を
備
え
て
い
る
こ

と
。

▼
会
社
、
商
店
な
ど
を
設
立
後
、

現
在
も
引
き
続
き
１
年
以
上
営
業

を
し
て
い
る
こ
と
。

▼
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
ま

た
は
破
産
者
で
な
い
こ
と
。

▼
市
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

申
請
方
法
／
２
月
１
日（
月
）〜　
２６

日（
金
）に
、
所
定
の
申
請
書
に
必

要
書
類
を
添
付
し
て
、会
計
室（
℡

　

‐
７
０
１
０
）
ま
で
郵
送
ま
た

２４は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
会
計
室
・
各
支
所

に
あ
り
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
入
札
・
契
約
情
報
」
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介

護
認
定
で
、
要
介
護
４
ま
た
は
５

と
判
定
さ
れ
、
そ
の
状
態
が
２
月

１
日
現
在
で
６
カ
月
以
上
継
続
し

て
い
る　

歳
以
上
の
人
を
在
宅
で

65

介
護
し
て
い
る
人
に
、
介
護
者
激

励
金
を
支
給
し
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

支
給
金
額
／
５
万
円
（
年
度
１
回
）

申
請
方
法
／
２
月
１
日（
月
）〜　
15

日（
月
）の
平
日
に
、
所
定
の
申
請

書
を
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

（
℡　

‐
７
０
７
３
）
ま
た
は
各
支

24
所
窓
口
相
談
係
ま
で
。

 

お
詫
び

　

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」

　

月　

日
号
の
人
権
特
集
号

11

15

５
ペ
ー
ジ
に
、
点
字
で
「
し

あ
わ
せ
を
い
き
る
」
を
表
記

し
て
い
ま
し
た
が
、
点
字
で

は
「
し
あ
わ
せ
を　

い
き

る
」
の
よ
う
に
、
「
を
」
と

「
い
」
の
間
に
ス
ペ
ー
ス
を

入
れ
て
文
の
単
位
を
区
切
る

「
分
か
ち
書
き
」
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

■
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
℡　

‐
７
０
１
７
）

２４

物
品
の
納
入
業
者
登
録

ビンちゃん　うちは、天
ぷら料理をよくするん
やけど、カンちゃんと
こは天ぷら料理なんか
に使った後の油の処理
はどうしてるん。
カンちゃん　市の家庭ご

みの出し方のパンフレットどおり、紙・布
類にしみこませて燃やすごみとして出し
ているけど。

ビンちゃん　もったいないなぁ！
　廃食油は再利用できるんやで。国内でも
工夫して再利用する取り組みが広がって
いるんや。

カンちゃん　へぇ～。何に利用されとるんや。
ビンちゃん　ごみとして捨てられる使用済み
の天ぷら油を、環境に優しいバイオディー
ゼル燃料としてリサイクルしたり、せっけ

んに加工したりして、再利用されているん
やで。
カンちゃん　そうなんか。資源として生まれ
変わるんなら、ぜひ回収に協力せんといか
んな。

　　ところで、どこが廃食油の回収をしとっ
てんや。

ビンちゃん　市内でも回収の取り組みをされ
ている団体があるので、環境パークへ問い
合わせてみるとよいで。
カンちゃん　家庭での身近な取り組みとして、
できることからはじめることが、地球環境
を守ることにつながっていくんやな。了
解！

■環境政策室（環境パーク内　℡　２２‐１８２７）

介
護
者
激
励
金
の
支
給

～国保ひと口メモ～

入院時の限度額適用認定証
　入院される場合、医療機関に限度
額適用認定証を提示することで、医療
費の窓口負担額が限度額までとなり
ます。入院される場合は、限度額適用
認定証の交付申請をしてください。
　申請は保険課、または各支所の窓
口相談係で受け付けます。なお、限度
額は各世帯の所得によって異なりま
すので申請時にご確認ください。
申請に必要なもの

▼保険証 ▼申請書 ▼印鑑
※国民健康保険料に滞納がある場合
は、交付できません。

■保険課国保給付係（℡２４ - ７０１５）
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「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」の
取
り

付
け
は
済
み
ま
し
た
か
。

　
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」の
設
置

義
務
化
か
ら
３
年
が
経
過
し
ま
し

た
。今
回
、設
置
状
況
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
対
象

　

平
成　

年　

月
１
日
現
在
、
市

２１

１２

に
住
民
票
が
あ
る
世
帯
主

調
査
人
数
／
８
０
０
人

※
無
作
為
抽
出

調
査
方
法

　

調
査
票
を
対
象
者
に
郵
送
し
ま

す
。

■
福
知
山
消
防
署
住
民
安
全
係

（
℡　

‐
５
１
１
９
）

２３

　

３
月
末
に
、
現
在
使
用
さ
れ
て

い
る
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

を
一
斉
更
新
し
ま
す
。

　

特
別
な
事
情
な
く
長
期
間
保
険

料
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
に
、
資

格
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

　

納
期
限
か
ら
１
年
以
上
経
過
し

た
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯

に
は
、
文
書
に
よ
る
２
度
の
弁
明

の
機
会
を
設
け
ま
す
が
、
文
書
の

提
出
が
な
い
場
合
や
特
別
な
事
情

が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
被
保

険
者
証
に
代
え
て
資
格
証
明
書
を

発
行
し
ま
す
。

　

資
格
証
明
書
で
受
診
さ
れ
る
と
、

医
療
機
関
で
の
医
療
費
の
支
払
い

が
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
と
な

り
、
後
日
、
保
険
課
の
窓
口
で
申

請
し
て
い
た
だ
き
、
支
払
わ
れ
た

医
療
費
の
う
ち
自
己
負
担
額
を
除

い
た
分
を
返
還
し
ま
す
。

　

急
な
病
気
な
ど
に
よ
る
高
額
な

費
用
負
担
を
避
け
る
た
め
に
も
、

保
険
料
の
早
期
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
保
険
課
国
保
料
係

（
℡　

‐
７
０
１
９
）

２４

　

確
定
申
告
で
は
、対
象
期
間（
前

年
１
月
１
日
〜　

月　

日
）
に
納

１２

３１

付
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
料
額
を

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
付
額
は

次
の
方
法
で
確
認
で
き
ま
す
。

①
口
座
振
替
さ
れ
て
い
る
場
合

　

通
帳
を
確
認
し
、
対
象
期
間
に

振
り
替
え
ら
れ
た
保
険
料
額
を
合

計
し
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
ま
で
送
付
し
て
い
た
口
座

振
替
済
通
知
書
は
今
年
か
ら
廃
止

し
ま
し
た
。

②
納
付
書
で
お
支
払
い
の
場
合

　

領
収
書
を
確
認
し
、
対
象
期
間

の
領
収
日
付
印
の
あ
る
保
険
料
額

を
合
計
し
て
く
だ
さ
い
。

③
年
金
か
ら
天
引
き
の
場
合

　

年
金
保
険
者
か
ら
の
「
公
的
年

金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
で
、
対
象

期
間
に
天
引
き
さ
れ
た
保
険
料
額

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
方
法
で
金
額
が
わ
か

ら
な
い
時
は
、「
納
付
額
の
お
知
ら

せ
」
を
発
行
し
ま
す
。
免
許
証
や

保
険
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
を
持
っ
て
保
険
課
窓
口
、
ま

た
は
各
支
所
窓
口
相
談
係
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
話
で

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
住
所
地
へ

郵
送
し
ま
す
。

■
保
険
課
国
保
料
係

（
℡　

‐
７
０
１
９
）

２４

国
民
健
康
保
険
料
納
付
額
を

確
定
申
告
さ
れ
る
人
へ

被
保
険
者
証
に
代
わ
る

資
格
証
明
書
の
発
行

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
お
願
い

　そろそろスギ花粉症の時期がやってきます。お
もに２月中旬から４月上旬までですが、スギ花粉
症の人の８割がヒノキにも反応し、５月上旬まで
続きます。予防は花粉を避けることで、マスク、
めがねが有効です。外出から戻った時には、服に
ついた花粉を払い、目を開けて洗顔をしましょう。
外出前に抗アレルギー薬を点眼しておくと効果
的です。
　かゆくなってもこすってはいけません。まぶた
の裏側に花粉があるので、こすれば擦り込んでし
まい、症状がひどくなります。流涙で困るでしょ
うが、花粉を洗い流していると考えましょう。ハ
ンカチで拭きとると皮膚が荒れやすくなるので
避けましょう。ティッシュペーパーをそっと当て
て染み込ませ吸いとるようにするとよいです。

　最近、涙を調べて花粉症かどうか簡単に診断で
きるようになりました。花粉症でもかゆいとは限
らず、乾燥感や異物感、充血や眼脂だけという場
合や、子どもによくみられますがパチパチと瞬き
が増える事なども症状の１つです。ドライアイや
バイ菌による結膜炎と
区別するために、以前は、
採血検査やまぶたの裏
を綿棒でこすって特殊な白血球を探したりして
いました。新しい検査は涙の中のアレルギーを起
こすたんぱく質の有無を調べます。健康な人には
ありませんので、陽性であれば、即、アレルギー
性結膜炎と診断できます。
　目がゴロゴロしてゴミが入ったと思っている
アナタ！もしかしたら花粉症かも?
（福知山医師会）
■健康推進室（℡　２３‐２７８８）けんこう 知識 

国保
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開
庁
期
間

　

２
〜
４
月
の
毎
週
土
曜
日

開
庁
時
間

　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

開
庁
場
所

　

市
役
所
市
民
課
窓
口

取
扱
業
務　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
課
業
務　
　
　
　
　
　
　

▼
証
明
業
務

　

戸
籍
謄
抄
本
、
住
民
票
、
印

鑑
証
明
、
外
国
人
記
載
事
項
証

明
書

▼
届
出
業
務

　

戸
籍
届
出
（
預
か
り
の
み
）、

住
民
異
動
（
転
入
、
転
出
、
転

居
、
世
帯
変
更
な
ど
）、
印
鑑
登

録※
住
民
異
動
に
伴
う
、
健
康
保

険
、
福
祉
医
療
、
ふ
く
ふ
く

医
療
な
ど
の
異
動
届
出
は
、

後
日
そ
れ
ぞ
れ
の
課
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
課
業
務　
　
　
　
　
　
　

　

所
得
証
明
、
課
税
証
明

※
い
ず
れ
も
何
ら
か
の
課
税
資

料
が
あ
る
場
合
の
み
。

高
齢
者
福
祉
課
業
務　
　
　
　

▼
証
明
業
務

　

介
護
保
険
受
給
資
格
証
明
書
、

後
期
高
齢
者
医
療
負
担
区
分
証

明
書

※
申
請
書
の
み
を
受
け
付
け
し
、

後
日
証
明
書
を
郵
送
し
ま
す
。

▼
届
出
業
務

　

異
動
届
出
（
死
亡
、
転
入
、

転
出
、
転
居
、
世
帯
変
更
）

学
校
教
育
課
業
務　
　
　
　
　

　

住
所
異
動
に
伴
う
、
市
立
小

中
学
校
へ
の
入
学
・
転
校
の
手

続
き

※
定
め
ら
れ
た
通
学
区
域
内
に

あ
る
学
校
へ
の
入
学
・
転
校

に
限
り
ま
す
。

●
医
療
、
年
金
、
子
育
て
、
福

祉
な
ど
の
相
談
や
手
続
き
、
公

共
料
金
の
支
払
い
な
ど
は
で
き

ま
せ
ん
。

●
三
和
支
所
、
夜
久
野
支
所
、

大
江
支
所
は
開
庁
し
ま
せ
ん
。

■
市
民
課
窓
口
係

（
℡　

‐
７
０
１
４
） 

２４

と
き
・
と
こ
ろ

①
２
月
６
日（
土
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
市
民
会
館　

・　

号
室

３１

３６（
内
記
三
丁
目
）

▼
大
江
町
総
合
会
館（
中
央
）

▼
夜
久
野
町
教
育
集
会
所（
向
）

②
２
月　

日（
土
）

１３

　

午
後
１
時
〜
４
時

　

三
和
会
館（
千
束
）

※
い
ず
れ
も
予
約
不
要
、
相
談
は

無
料
で
す
。

■
京
都
司
法
書
士
会
中
丹
支
部

（
℡　

‐
１
３
２
０
）

２２

■
京
都
土
地
家
屋
調
査
士
会
中
丹

支
部
（
℡　

‐
８
８
８
９
）

２２

と
き
／
２
月
５
日（
金
）

　
　
　

午
後
２
時　

分
〜
４
時

３０

と
こ
ろ
／
サ
ン
プ
ラ
ザ
万
助

（
篠
尾
新
町
）

テ
ー
マ

　

関
西
経
済
の
現
状
〜
問
題
点
と

こ
れ
か
ら
の
展
望
〜

講
師
／ 
国
定
浩
一 
さ
ん

く
に
さ
だ
こ
う
い
ち

（
大
阪
学
院
大
学
教
授
）

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
申
込
用

紙
で
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

商
工
振
興
課（
℡　

‐
７
０
７
５
）

２４

ま
た
は
、福
知
山
商
工
会
議
所（
℡

　

‐
２
１
０
８
）ま
で
。

２２と
き
／
２
月
３
日（
水
）

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

30

※
受
け
付
け
は
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ
／
三
和
会
館
２
階
ホ
ー
ル

（
千
束
）

講
師
／ 
古  
木  
勝  
也 
さ
ん

ふ
る 

き 

か
つ 

や（
福
知
山
医
師
会
）

※
講
師
と
交
友
の
あ
る
落
語
家
の

 
桂  
三
扇 
さ
ん
に
も
お
越
し
い

か
つ
ら 
さ
ん
せ
ん

た
だ
き
ま
す
。

費
用
／
無
料　
　

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
人
は
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
は
、台
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、で
き
る
だ
け
乗

り
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
東
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
三

和
支
所
内　

℡　

‐
２
０
９
０
）

58

司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士

の
法
律
・
登
記
無
料
相
談
会

笑
い
で
ス
ト
レ
ス
解
消
講
座

〜
笑
う
門
に
は
健
康
き
た
る
〜

経
済
講
演
会

無料

問い合わせ先対 象と き

■図書館中央館
（℡２２‐３２２５）

幼 児午前１０時３０分～１８日（木）たのしいおはなし会

幼児～小学生午前１１時～　　２７日（土）小学生おはなし会

■三和分館 （℡５８‐４７１５）幼 児

午前１０時３０分～

２６日（金）

お は な し 会 ■夜久野分館 （℡３７‐１０６６）
幼児～小学生

２１日（日）

■大江分館 （℡５６‐１０１７）２０日（土）

２月の図書館おはなし会　　　　　●申し込み／不要
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ふ
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くらしのカレンダー
��������
��������2 月

℡ ２４‐７０２２○問 人 権推進室市 民 相 談 室１３：００～１６：００２２日（月）人 権 相 談人　
　
　
　

権

℡ ２４‐７０２２○問 人 権推進室
大江町総合会館

 ９：００～１２：００
１０日（水）

心 配 ご と 相 談 三 和 支 所１５日（月）
夜久野ふれあいプラザ２２日（月）

℡ ２４‐７０２２○問 人 権推進室人 権 相 談 室１３：００～１６：００ ４日（木）・１８日（木）女 性 相 談 要事前申込／相談日の前週金曜日までに、電話で人権推進室まで。先着３人。
℡ ５６‐２６２０○問 北部保健福祉センター北部保健福祉センター

１３：３０～１５：３０
 ９日（火）

成 人 の 健 康 相 談
栄 養 相 談

健　
　
　
　

康

℡ ５８‐２０９０○問 東部保健福祉センター東部保健福祉センター１０日（水）
℡ ３７‐１２３４○問 西部保健福祉センター西部保健福祉センター１６日（火）
℡ ２３‐２７８８○問 中央保健福祉センター中央保健福祉センター ９：３０～１１：００２３日（火）

栄養相談は要事前申込／当日までに、電話で中央保健福祉センターまで。
℡ ５６‐２６２０○問 北部保健福祉センター北部保健福祉センター

 ９：３０～１１：３０
１０日（水）

親と子の健康相談 ℡ ３７‐１２３４○問 西部保健福祉センター西部保健福祉センター１２日（金）
℡ ５８‐２０９０○問 東部保健福祉センター東部保健福祉センター１８日（木）

要事前申込／当日までに、電話で各保健福祉センターまで。
℡ ２４‐７０１７○問 社 会福祉課総合福祉会館１３：００～１５：００ ７日（日）・２１日（日）身 体 障 害 者 相 談

福　
　
　
　

祉

℡ ２４‐７０１７○問 社 会福祉課総合福祉会館１３：００～１５：００２５日（木）身体障害者巡回更生相談 要事前申込／２月２３日（火）までに、電話で社会福祉課まで。
℡ ２４‐７０１７○問 社 会福祉課市民会館２５号室１３：３０～１５：３０ ３日（水）こころの健康相談 要事前申込／２月２日（火）までに、電話で社会福祉課まで。
℡ ２３‐３５７３○問 社会福祉協議会総合福祉会館

１３：００～１６：００ ５日（金）ふれあい福祉相談 ℡ ５８‐３７１３○問 社会福祉協議会三和支所東部保健福祉センター
℡ ３８‐９０００○問 社会福祉協議会夜久野支所ふれあいの里福祉センター
℡ ５６‐０２２４○問 社会福祉協議会大江支所老人福祉センター舟越会館
℡０７７３‐７８‐１１６５○問 舞鶴年金事務所中丹勤労者福祉会館１０：００～１５：００１７日（水）年 金 相 談 要事前申込／電話で舞鶴年金事務所お客樣相談室（予約専用　℡０７７３‐７６‐５７７２）まで。
℡ ２４‐７０６６○問 子育て支援課家庭児童相談室 ８：３０～１６：１５月～金（祝日を除く）家 庭 児 童 相 談
℡ ２４‐３７４９○問 学 校教育課教 育 相 談 室 ９：００～１６：００月～金（祝日を除く）子 ど も 教 育 相 談教

育

℡０７７３‐６２‐２５０６○問 府中丹広域振興局市 民 相 談 室１３：００～１５：００ ３日（水）・１７日（水）消 費 生 活 相 談

く　
　

ら　
　

し

℡ ２４‐７０２０○問 生活交通 課市 民 相 談 室１３：００～１６：００１０日（水）・２４日（水）

℡ ２４‐７０４６○問 農業委員会事務局
各支所・京都農協・
京都丹の国農協の
各 支 店 ほ か

 ９：００～１２：００１０日（水）農 地 ・ 農 政 相 談

℡ ２２‐３９０１○問 府福知山地域総務室府福知山地域総務室 ９：００～１６：００１０日（水）・２４日（水）交 通 事故巡回相談
℡ ２４‐７０７５○問 商 工振興課市民会館３６号室１０：００～１６：００１８日（木）・２５日（木）就 職 支援セミナー 要事前申込／前日までに、電話で京都ジョブパーク北部サテライト（℡２２‐３８１５）または商工振興課まで。

℡ ２３‐６７６３○問 近畿税理士会福知山支部
大江町総合会館

１３：００～１６：００

 ８日（月）

税 務 相 談 夜久野ふれあいプラザ ９日（火）
三 和 支 所１２日（金）
市 民 相 談 室１８日（木）

℡ ５６‐１１０１○問 大 江 支 所大江町総合会館
 ９：００～１２：００

１０日（水）

行 政 相 談行　

政　

・　

法　

律

℡ ５８‐３００１○問 三 和 支 所三 和 支 所１５日（月）
℡ ３７‐１１０１○問 夜 久野支所夜久野ふれあいプラザ２２日（月）
℡ ２４‐７０２７○問 秘 書広報課市 民 相 談 室１３：００～１６：００２４日（水）
℡ ２４‐７０２７○問 秘 書広報課市 民 相 談 室１３：３０～１５：３０ ９日（火）公 証 相 談
℡ ２４‐７０２７○問 秘 書広報課市 民 相 談 室１３：００～１６：００１６日（火）司法書士法律・登記相談
℡ ２４‐７０２７○問 秘 書広報課市 民 相 談 室１３：００～１６：００２５日（木）行 政 書 士 相 談
℡ ２４‐７０２７○問 秘 書広報課市 民 相 談 室１２：３０～１６：３０２６日（金）

法 律 相 談 要事前申込／２月１８日（木）までに、市民相談室に来訪・電話いただくか、郵送（住所・氏名・電話番号・
相談内容を明記）で秘書広報課まで。※市民に限定。申込者多数の場合、抽選で１０人まで。

℡ ２４‐７０２７○問 秘書広報課市 民 相 談 室１５：００～１８：００毎週金曜日多重債務無料法律相談 要事前申込／前日午後４時までに、電話で京都弁護士会（℡０７５‐２３１‐２３７８）まで。各日先着４人。

１２月末現在の人口・世帯数　※（　）は前月比。

★人口  ８２，０１９人（－３４）　男  ３９，９２０人（－１５）　女  ４２，０９９人（－１９）　　★世帯数  ３４，５０８世帯（＋２５）

℡ ２４‐７０２７○問 秘書広報課夜久野ふれあいプラザ ９：３０～１１：３０ ９日（火）
市長の何でも相談日 要事前申込／２月２日（火）８：３０～１７：１５に、電話または直接秘書広報課（℡２４‐７０２７）まで。

申込多数の場合、抽選で６人（組）まで。※初めての人を優先。
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●休日当番医 ●市政だより
２８日
（日）

２１日
（日）

１４日
（日）

１１日
（祝）

７日
（日）

　９：００～１２：００
１３：３０～１７：３０

休 日 急 患 診 療 所
（北本町二区　℡ ２２‐４１２８）

内 科
小児科
※上記、休日急患診療所開設日の１８：００～２４：００は、当番医がそれぞれの診療所において在宅
診療を行っています。詳細は、休日急患診療所（℡２２‐４１２８）または消防署（℡２２‐０１１９）まで。

２８日
（日）

１４日
（日）

７日
（日）　０：００～２４：００福 知 山 市 民 病 院

（厚中問屋町　℡ ２２‐２１０１）外 科
２１日
（日）

１１日
（祝）　０：００～２４：００京 都 ル ネ ス 病 院

（西 本 町　℡ ２２‐３５５０）

毎週火曜日・金曜日 
8：29～8：31

ＫＢＳ京都 
ラジオ 

テレビ 毎週木曜日 17：55～17：58

ふくちやまFMキャッスル 
　8：00～8：05 
17：20～17：25

月～金曜日 


